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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ストライク部分と、リア部分と、ポート構造部と、チューニング・エレメントと、を備
えており、
　前記ストライク部分は、
　　ストライクフェイスと、
　　前記ストライクフェイスの反対側のバックフェイスであって、バックフェイスのトッ
プ・エンドに周囲部分を含む、バックフェイスと、を有しており、
　前記リア部分は、前記ストライク部分のボトム・エンドにおいて前記ストライク部分に
連結されており、
　前記ポート構造部は、前記リア部分の中に少なくとも部分的に画定されており、スロッ
ト開口部からスロット・ベースへ延在するスロットを有しており、
　前記チューニング・エレメントは、前記ポート構造部の中に、前記ポート構造部と実質
的に一致して位置しており、
　前記ストライク部分の前記ボトム・エンドは、前記スロット開口部よりも前記スロット
・ベースの近くに位置しており、
　前記スロットは、
　　ヒール壁部と、
　　トウ壁部と、
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　　リア壁部と、
　　フロント壁部と、を有しており、
　前記リア壁部は、前記スロット開口部から前記スロット・ベースへ延在しており、前記
ヒール壁部と前記トウ壁部との間に延在しており、前記スロット開口部と前記スロット・
ベースとの間を伸びる第１の方向に沿って、第１のリア壁部カーブを含んでおり、
　前記フロント壁部は、前記スロット開口部から前記スロット・ベースへ延在しており、
前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間に延在しており、前記第１の方向に沿って、第１の
フロント壁部カーブを含んでおり、
　前記第１のリア壁部カーブは、前記スロット開口部と前記スロット・ベースとの間を伸
びる第１の方向に凸状であり、
　前記ストライクフェイスは、前記リア壁部よりも前記フロント壁部の近くに位置してお
り、
　前記スロット開口部から前記スロット・ベースまでの距離が、前記フロント壁部から前
記リア壁部までの距離よりも大きい、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記第１のフロント壁部カーブは、第１の半径を有する第１の円形の一部分を含み、
　前記第１のリア壁部カーブは、第２の半径を有する第２の円形の一部分を含み、
　前記第１の円形および前記第２の円形は、おおよそ同心円状になっている、請求項１に
記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記第２の半径は、前記第１の半径よりも小さい、請求項２に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項４】
　前記第２の半径は、約１．２７ｃｍから約３．８１ｃｍである、請求項２または３に記
載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記バックフェイスは、少なくとも部分的に凹形である、請求項１から４のいずれか一
項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間の前記フロント壁部の中間部分は、前記第１の方
向に沿って、前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間の前記リア壁部の中間部分からおおよ
そ一定の距離である、請求項１から５のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記フロント壁部は、前記第１の方向に対して垂直であるとともに前記ヒール壁部と前
記トウ壁部との間を伸びる第２の方向に沿って、第２のフロント壁部カーブを含む、請求
項１から６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記リア壁部は、前記第１の方向に対して垂直であるとともに前記ヒール壁部と前記ト
ウ壁部との間を伸びる第２の方向に沿って、おおよそ真っ直ぐになっている、請求項１か
ら６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記フロント壁部は、前記ヒール壁部および前記トウ壁部において、前記ヒール壁部と
前記トウ壁部との間の中間点よりも、前記リア壁部から短い距離である、請求項１から８
のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記ヒール壁部は、前記リア壁部に対して９０度よりも大きい角度であり、
　前記トウ壁部は、前記リア壁部に対して９０度よりも大きい角度である、請求項１から
９のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記ストライクフェイスと前記フロント壁部との間の距離は、前記スロット開口部より
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も前記スロット・ベースにおいて、大きくなっている、請求項１から１０のいずれか一項
に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記ポート構造部は、前記スロット開口部において、前記フロント壁部、前記リア壁部
、前記ヒール壁部、および前記トウ壁部を越えて延在するキャップ凹部を含む、請求項１
から１１のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記チューニング・エレメントは、約２．５４ｃｍから約７．６２ｃｍのヒール・トゥ
ー・トウ長さを含む、請求項１から１２のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　前記チューニング・エレメントは、約０．２５４ｃｍから約２．５４ｃｍの高さを含む
、請求項１から１３のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　前記チューニング・エレメントは、フロント・トゥー・リア厚さを含み、
　前記ヒール壁部および前記トウ壁部における前記フロント・トゥー・リア厚さは、前記
ヒール壁部と前記トウ壁部との間の中間点における前記フロント・トゥー・リア厚さより
も小さくなっており、
　前記ヒール壁部および前記トウ壁部における前記フロント・トゥー・リア厚さは、約０
．０６３５ｃｍ以上になっており、
　前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間の前記中間点における前記フロント・トゥー・リ
ア厚さは、約１．２７ｃｍ以下になっている、請求項１から１４のいずれか一項に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　前記チューニング・エレメントは、前記スロットを越えて延在するキャップを含み、前
記キャップは、前記フロント壁部、前記リア壁部、前記ヒール壁部、および前記トウ壁部
を越えて延在する前記スロット開口部において、キャップ凹部の中に着座させられる、請
求項１から１５のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１７】
　前記チューニング・エレメントは、１つの配向にだけ、前記ポート構造部の中へ挿入さ
れ得る、請求項１から１６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　前記チューニング・エレメントは、前記リア部分または前記ストライク部分とは異なる
材料を含む、請求項１から１７のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１４年２月１７日に出願された米国特許仮出願第６１／９４０，８３１
号の利益を主張する。米国特許仮出願第６１／９４０，８３１号は、その全体が参照によ
り本明細書に組み込まれている。
【０００２】
　本開示は、一般に、スポーツ器具に関し、より詳細には、ゴルフクラブヘッドおよび関
連の方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフクラブヘッドは、それらのそれぞれのゴルフクラブヘッドの１つまたは複数の性
質を改善するように設計または構成され得るさまざまな特徴を含むことが多い。たとえば
、チューニング・エレメントを加え、ゴルフボールとのインパクトのときの衝撃振動を調
節または制限する、および／または、ゴルフクラブヘッドのいくつかの特徴を強化するこ
とができる。しかし、そのようなチューニング・エレメントを加えることは、余剰の質量
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を加えること、１つまたは複数の望ましくない場所に向けて、ゴルフクラブヘッドの重心
を再位置決めすること、および／または、ゴルフクラブヘッドの耐久性を減少させること
によってなど、ゴルフクラブヘッドのいくつかの他の性質に悪影響を与える可能性がある
。さらに、チューニング・エレメントのための特定のポート構造部を有するゴルフクラブ
ヘッドを製造することは、複雑なプロセスを必要とする可能性がある。さらに、チューニ
ング・エレメントは、さまざまなポート構造部設計および／またはチューニング・エレメ
ント設計において、ポート構造部から不注意に外される可能性がある場合がある。したが
って、ゴルフクラブ・チューニング・エレメントの位置決めに関するさらなる開発が、ゴ
ルフクラブの性能および／または製造可能性を向上させる可能性がある。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　実施形態のさらなる説明を容易にするために、以下の図面が提供される。
【０００５】
【図１】実施形態による、チューニング・エレメントを備えるゴルフクラブヘッドのヒー
ル側のボトムの背面斜視図を図示する図である。
【０００６】
【図２】図１のチューニング・エレメントを備える図１のゴルフクラブヘッドのボトムの
背面図を図示する図である。
【０００７】
【図３】図１のゴルフクラブヘッドの側断面図を図示しており、その断面図は、図２の中
のおよび断面線３－３に沿ってとられており、図３のゴルフクラブヘッドは、図１のチュ
ーニング・エレメントなしの状態であることを示す図である。
【０００８】
【図４】図１のゴルフクラブヘッドの側断面図を図示しており、その断面図は、図２の中
の断面線３－３に沿ってとられており、図４のゴルフクラブヘッドは、曲率半径とともに
、図１のチューニング・エレメントなしで示されている図である。
【０００９】
【図５】図１のゴルフクラブヘッドの側断面図を図示しており、その断面図は、図２の断
面線５－５に沿ってとられており、図５のゴルフクラブヘッドは、図１のチューニング・
エレメントなしで示されている図である。
【００１０】
【図６】図１のゴルフクラブヘッドのためのチューニング・エレメントの側面図を図示す
る図である。
【００１１】
【図７】図１のチューニング・エレメントの背面図を図示する図である。
【００１２】
【図８】図１のチューニング・エレメントの上面図を図示する図である。
【００１３】
【図９】図１のチューニング・エレメントを備える図１のゴルフクラブヘッドの、図２の
中の線３－３に沿った側断面図を図示する図である。
【００１４】
【図１０】図１のチューニング・エレメントを備える図１のゴルフクラブヘッドの、図２
の中の線３－３に沿った、側部、ボトム、リアの斜視断面図を図示する図である。
【００１５】
【図１１】図１のチューニング・エレメントを備える図１のゴルフクラブヘッドの、図２
の中の線３－３に沿った側断面図を図示しており、インパクトのときの力垂直線を示す図
である。
【００１６】
【図１２】別の実施形態による、ゴルフクラブヘッドを提供する方法に関するフローチャ
ートを図示する図である。
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【００１７】
【図１３】別の実施形態による、閉じた構成のモールドを図示する図である。
【００１８】
【図１４】開いた構成の図１３のモールドを図示する図である。
【００１９】
【図１５】別の実施形態による、ゴルフクラブヘッドを形成する方法に関するフローチャ
ートを図示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　例証の簡素性および明確性のために、図表は構造物の概略的様式を例証し、公知の特性
および技術の、説明および詳細は、本開示を不必要に曖昧にすることを避けるために、省
略され得る。さらに、図表内の要素は、必ずしも正しい縮尺で描かれない。例えば、本開
示の実施形態の理解の改善に役立つために、図内の要素のいくつかの寸法は、他の要素に
対して誇張されてよい。異なる図における同じ参照番号は、同じ要素を示す。
【００２１】
　説明内および請求項内の、「第１の」、「第２の」、「第３の」、「第４の」等の用語
は、もしあれば、類似する要素の区別に使用され、必ずしも特定の逐次的または経時的順
序の記載に使用されない。そのように使用される用語は、適切な状況下では交換可能であ
り、よって、本明細書に記載される実施形態は、例えば、本明細書に例証されるまたは他
の方法で記載されるものとは異なる順序で操作可能である。さらに、「含む」および「有
する」という用語ならびにそれらの任意の変化形は、非排他的包含を網羅することが意図
され、よって、要素の一覧を含む、プロセス、方法、システム、物品、デバイス、もしく
は装置が、それらの要素に必ずしも限られず、明示的に列記されない、または、かかるプ
ロセス、方法、システム、物品、デバイス、もしくは装置に固有の他の要素を含んでよい
。
【００２２】
　説明内および請求項内の、「左」、「右」、「前」、「後」、「上部」、「下部」、「
～の上」、「～の下」等の用語は、もしあれば、説明目的に使用され、必ずしも永久相対
位置を説明するために使用されない。そのように使用される用語は、適切な条件下では交
換可能であり、よって、本明細書に記載される装置、方法、および／または製造物品の実
施形態は、例えば、本明細書に例証されるまたは他の方法で記載されるものとは別の配向
で操作可能である。
【００２３】
　「連結」、「連結される」、「連結する」、「連結すること」等の用語は、広範に理解
されるべきであり、２つ以上の要素を機械的におよび／または別の方法で接続することを
指す。２つ以上の機械的要素は、電気的または他の方法で連結されずに、機械的に連結さ
れ得る。連結は、任意の長さの時間、例えば、永久もしくは半永久、または瞬間のみ、で
あってよい。「機械的連結」などは広く解釈されるべきであり、あらゆる種類の機械的に
連結を含む。
【００２４】
　「連結」等の語の近くの「取り外し可能に」、「取り外し可能」等の語の欠如は、対象
の該結合等が、取り外し可能であること、または取り外し可能でないことを意味するもの
ではない。
【００２５】
　ここで定義されるように、２つ又はそれ以上の要素は、それらが同一の材料で構成され
ているとき、「一体」である。ここで定義されるように、２つ又はそれ以上の要素は、各
々が異なる材料で構成されているとき、「非一体」である。
【００２６】
　ここで定義されるように、いくつかの実施形態において、「約」は表示値に対して±１
０％の範囲内を意味し得る。他の実施形態では、「約」は表示値に対して±５％の範囲内
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を意味し得る。さらに他の実施形態では、「約」は表示値に対して±３％の範囲内を意味
し得る。さらに他の実施形態では、「約」は表示値に対して±１％の範囲内を意味し得る
。
【実施例】
【００２７】
　いくつかの実施形態は、ゴルフクラブヘッドを有する。ゴルフクラブヘッドは、ストラ
イクフェイスと、ストライクフェイスの反対側のバックフェイスと、を有するストライク
部分を備える。バックフェイスは、バックフェイスのトップ・エンドに周囲部分を含む。
ゴルフクラブヘッドはさらに、ストライク部分のボトム・エンドにおいてストライク部分
に連結されるリア部分を備える。ゴルフクラブヘッドは加えて、前記リア部分の中に少な
くとも部分的に画定されるポート構造部を備える。ポート構造部は、スロット開口部から
スロット・ベースへ延在するスロットを有する。ストライク部分のボトム・エンドは、ス
ロット開口部よりもスロット・ベースの近くに位置する。スロットは、ヒール壁部と、ト
ウ壁部と、を有する。スロットはさらに、スロット開口部からスロット・ベースへ延在し
ており、ヒール壁部とトウ壁部との間に延在するリア壁部を有する。リア壁部は、スロッ
ト開口部とスロット・ベースとの間を伸びる第１の方向に沿って、第１のリア壁部カーブ
を含む。スロットはさらに、スロット開口部からスロット・ベースへ延在しており、ヒー
ル壁部とトウ壁部との間に延在するフロント壁部を有する。ストライクフェイスは、リア
壁部よりもフロント壁部の近くに位置する。フロント壁部は、第１の方向に沿って、第１
のフロント壁部カーブを含む。
【００２８】
　追加の実施形態は、ゴルフクラブヘッドを提供する方法を有する。方法は、ストライク
部分を提供するステップを備える。ストライク部分は、ストライクフェイスと、ストライ
クフェイスの反対側のバックフェイスと、を有する。バックフェイスは、バックフェイス
のトップ・エンドに周囲部分を含む。方法はさらに、ストライク部分のボトム・エンドに
おいてストライク部分に連結されているリア部分を提供するステップを備える。方法は加
えて、リア部分の中に少なくとも部分的に画定されるポート構造部を提供するステップを
備える。ポート構造部は、スロット開口部からスロット・ベースへ延在するスロットを有
する。方法はまた、チューニング・エレメントを前記ポート構造部に連結するステップを
備える。ストライク部分のボトム・エンドは、スロット開口部よりもスロット・ベースの
近くに位置する。スロットは、ヒール壁部と、トウ壁部と、を有する。スロットはさらに
、スロット開口部からスロット・ベースへ延在しており、ヒール壁部とトウ壁部との間に
延在するリア壁部を有する。リア壁部は、スロット開口部とスロット・ベースとの間を伸
びる第１の方向に沿って、第１のリア壁部カーブを含む。スロットはさらに、スロット開
口部からスロット・ベースへ延在しており、ヒール壁部とトウ壁部との間に延在するフロ
ント壁部を有する。ストライクフェイスは、リア壁部よりもフロント壁部の近くに位置す
る。フロント壁部は、第１の方向に沿って、第１のフロント壁部カーブを含む。
【００２９】
　さらなる実施形態は、ゴルフクラブヘッドを提供する方法を有する。方法は、第１のキ
ャビティ部分およびツーリング・ピースを含む第１のモールド・ピースを提供するステッ
プを備えることができる。ツーリング・ピースは、モールド位置から解放位置へ、第１の
モールド・ピースの上の固定点の周りに、第１のモールド・ピースに対して回転するよう
に構成され得る。方法はまた、第２のキャビティ部分を含む第２のモールド・ピースを提
供するステップを備えることができる。方法はさらに、第２のモールド・ピースを第１の
モールド・ピースに対して閉じるステップを備えることができ、第１および第２のモール
ド・ピースが第１および第２のキャビティ部分を取り囲むようになっており、ツーリング
・ピースがモールド位置にあるようになっており、また、ツーリング・ピースの一部分が
、少なくとも第１のキャビティ部分の中へ挿入されるようになっている。方法は加えて、
第１および第２のキャビティ部分の中で射出成形を成形するステップを備えることができ
る。射出成形は、ストライク部分、リア部分、および、リア部分の中に少なくとも部分的
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に画定されたポート構造部を含むゴルフクラブヘッド・モールドを有することができる。
ツーリング・ピースの一部分は、ポート構造部と実質的に一致することができる。方法は
さらに、第１のモールド・ピースから第２のモールド・ピースを開けるステップを備える
ことができ、ツーリング・ピースが、ポート構造部の中のモールド位置から解放位置へと
離れるように、固定点の周りに回転させられるようになっている。
【００３０】
　図面を見てみると、図１は、実施形態による、チューニング・エレメント１５０を備え
るゴルフクラブヘッド１００のヒール側のボトムの背面斜視図を図示している。図２は、
チューニング・エレメント１５０を備えるゴルフクラブヘッド１００のボトムの背面図を
図示している。ゴルフクラブヘッド１００は、単に例示的なものであり、ゴルフクラブヘ
ッドの実施形態は、本明細書で提示されている実施形態に限定されない。ゴルフクラブヘ
ッドは、本明細書では具体的には示されていないまたは説明されていない多くの異なる実
施形態または例において用いられ得る。多数の実施形態では、ゴルフクラブヘッド１００
は、アイアン・タイプのクラブ・ヘッド、ウェッジ・タイプのクラブ・ヘッド、またはハ
イブリッド・タイプのクラブ・ヘッドとすることができる。たとえば、いくつかの実施形
態では、ゴルフクラブヘッド１００は、約１５度から約７０度のロフト角を有することが
できる。多数の実施形態では、ゴルフクラブヘッド１００は、約２００グラム（ｇ）から
約３２５ｇのヘッド重量を有することができる。さまざまな実施形態では、ゴルフクラブ
ヘッド１００は、約５０度から約７０度のライ角を有することができる。多くの実施形態
では、ゴルフクラブヘッド１００は、トウ・エンド１０１およびヒール・エンド１０２を
含むことができる。さまざまな実施形態では、ゴルフクラブヘッド１００は、ストライク
部分１１０を含むことができ、ストライク部分１１０は、ストライクフェイス１１１およ
びバックフェイス１１２を含むことができる。特定の実施形態では、ストライクフェイス
１１１は、ストライク部分１１０の中のストライクプレート・インサート（図示せず）な
どのような、インサートとすることができる。他の実施形態では、ストライクフェイス１
１１は、ストライク部分１１０と一体とすることができる。バックフェイス１１２は、ス
トライクフェイス１１１の反対側にあることができる。さまざまな実施形態では、バック
フェイス１１２は、バックフェイス１１２のトップ・エンドにおいて、周囲部分１１３を
含むことができる。多くの実施形態では、周囲部分１１３は、トップ・エンド、ならびに
、トウ・エンド１０１および／もしくはヒール・エンド１０２における、または、トウ・
エンド１０１および／もしくはヒール・エンド１０２の近位の、バックフェイス１１２の
側部の周りに延在することができる。周囲部分１１３は、バックフェイス１１２から後方
に突出することができる。
【００３１】
　さまざまな実施形態では、ゴルフクラブヘッド１００は、リア部分１２０を含むことが
できる。リア部分１２０は、ストライク部分１１０のボトム・エンドにおいて、ストライ
ク部分１１０に連結され得る。リア部分１２０は、ソール１２１を含むことができる。多
数の実施形態では、ソール１２１の少なくとも一部分は、ゴルフクラブヘッド１００がア
ドレス位置にあるときに、実質的に水平方向またはおおよそ水平方向とすることができ、
ゴルフクラブヘッド１００がアドレス位置にあるときに、断面線３－３および５－５が、
実質的に垂直方向またはおおよそ垂直方向とすることができるようになっている。多くの
実施形態では、ストライク部分１１０は、リア部分１２０と一体とすることができ、スト
ライク部分１１０およびリア部分１２０が単一のピースの材料とすることができるように
なっている。他の実施形態では、ストライク部分１１０は、溶接、ろう付け、接着、およ
び／または、他の機械的なもしくは化学的な締結具などによってリア部分１２０に締結さ
れる、別々のピース（または、２つ以上の別々のピース）の材料とすることができる。多
くの実施形態では、リア部分１２０および／またはストライク部分１１０は、スチール、
炭素鋼、ステンレス鋼、および／もしくはスチール合金などのような鉄材料、ならびに／
または、チタン、タングステン、および／もしくはアルミニウムなどのような非鉄材料を
含む、１つまたは複数の材料を含むことができる。多数の実施形態では、リア部分１２０
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および／またはストライク部分１１０において使用される１つまたは複数の材料は、高い
せん断係数および／または高い強度重量比を有することができる。いくつかの実施形態で
は、リア部分１２０および／またはストライク部分１１０は、約２．８ｇ毎立方センチメ
ートル（ｃｃ）（ｇ／ｃｃ）から約１８．０ｇ／ｃｃの密度を有することができる。たと
えば、リア部分１２０および／またはストライク部分１１０は、約２．８ｇ／ｃｃ、３．
０ｇ／ｃｃ、３．５ｇ／ｃｃ、４．０ｇ／ｃｃ、４．５ｇ／ｃｃ、５．０ｇ／ｃｃ、５．
５ｇ／ｃｃ、６．０ｇ／ｃｃ、６．５ｇ／ｃｃ、７．０ｇ／ｃｃ、７．５ｇ／ｃｃ、８．
０ｇ／ｃｃ、８．５ｇ／ｃｃ、９．０ｇ／ｃｃ、９．５ｇ／ｃｃ、１０．０ｇ／ｃｃ、１
０．５ｇ／ｃｃ、１１．０ｇ／ｃｃ、１１．５ｇ／ｃｃ、１２．０ｇ／ｃｃ、１２．５ｇ
／ｃｃ、１３．０ｇ／ｃｃ、１３．５ｇ／ｃｃ、１４．０ｇ／ｃｃ、１４．５ｇ／ｃｃ、
１５．０ｇ／ｃｃ、１５．５ｇ／ｃｃ、１６．０ｇ／ｃｃ、１６．５ｇ／ｃｃ、１７．０
ｇ／ｃｃ、１７．５ｇ／ｃｃ、１８．０ｇ／ｃｃの密度、または、それらの密度の値の間
にある任意の他の適切な密度の値を有することができ、また、それらの密度の値のうちの
いずれか１つから、それらの密度の値のうちの他のいずれか１つまでの範囲にあることが
できる。たとえば、特定のハイブリッド・タイプのゴルフクラブヘッドに関するリア部分
１２０および／またはストライク部分１１０は、約４．０ｇ／ｃｃから約８．０ｇ／ｃｃ
の密度を有することができる。別の例として、特定のアイアン・タイプのゴルフクラブヘ
ッドまたは特定のウェッジ・タイプのゴルフクラブヘッドの中のリア部分１２０および／
またはストライク部分１１０は、約７．０ｇ／ｃｃから約８．０ｇ／ｃｃの密度を有する
ことができる。他のアイアン・タイプ、ウェッジ・タイプ、および／またはハイブリッド
・タイプのゴルフクラブヘッドの中のリア部分１２０および／またはストライク部分１１
０は、他の適切な密度を有することができる。
【００３２】
　多数の実施形態では、ゴルフクラブヘッド１００は、チューニング・エレメント１５０
と、（図３～図５および図９～図１１に示されているような、ならびに、下記に説明され
ているような）ポート構造部３３０などのような、チューニング・エレメント１５０を保
持および／または固定するためのポート構造部とを含むことができる。図面を進めて見て
みると、図３は、ゴルフクラブヘッド１００の側断面図を図示しており、その断面図は、
図２の中の断面線３－３に沿ってとられているが、図３のゴルフクラブヘッド１００は、
実施形態による、チューニング・エレメント１５０なしで図示されている。図４は、ゴル
フクラブヘッド１００の側断面図を図示しており、その断面図は、図２の中の断面線３－
３に沿ってとられており、図３のゴルフクラブヘッド１００は、曲率半径とともに、チュ
ーニング・エレメント１５０なしで図示されている。図５は、ゴルフクラブヘッド１００
の側断面図を図示しており、その断面図は、図２の中の断面線５－５に沿ってとられてい
るが、図５のゴルフクラブヘッド１００は、チューニング・エレメント１５０なしで図示
されている。多数の実施形態では、ゴルフクラブヘッド１００は、ポート構造部３３０を
含むことができる。ポート構造部３３０は、リア部分１２０の中に少なくとも部分的に画
定され得る。特定の実施形態では、ポート構造部３３０は、ストライク・ポート１１０の
中に少なくとも部分的に画定され得る。多くの実施形態では、ポート構造部３３０は、リ
ア部分１２０およびストライク部分１１０の両方の中に画定され得る。特定の他の実施形
態では、ポート構造部３３０は、単にリア部分１２０の中だけに画定され得る。
【００３３】
　さまざまな実施形態では、ポート構造部３３０は、スロット３３１を含むことができ、
スロット３３１は、スロット開口部３３２からスロット・ベース３３３へ延在することが
できる。多くの実施形態では、スロット３３１は、さらに詳細に下記に説明されているよ
うに、チューニング・エレメント１５０（図１～図２）の（下記に説明されている図６～
図８に示されているような）主要部分６５１を受け入れるように構成され得る。多くの実
施形態では、スロット３３１は、トウ壁部３３４およびヒール壁部５３７を含むことがで
きる。トウ壁部３３４は、トウ・エンド１０１（図１～図２）のより近くに位置するゴル
フクラブヘッド１００および／またはスロット３３１の側部にあることができ、また、ヒ
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ール壁部５３７は、ヒール・エンド１０２（図１～図２）のより近くに位置するゴルフク
ラブヘッド１００および／またはスロット３３１の側部にあることができる。スロット３
３１は、トウ壁部３３４とヒール壁部５３７との間に延在することができる。多くの実施
形態では、トウ壁部３３４および／またはヒール壁部５３７は、スロット開口部３３２か
らスロット・ベース３３３へ延在することができる。多数の実施形態では、スロット３３
１は、リア壁部３３５およびフロント壁部３３６を含むことができる。さまざまな実施形
態では、リア壁部３３５は、スロット開口部３３２からスロット・ベース３３３へ延在す
ることができ、および／または、ヒール壁部５３７とトウ壁部３３４との間に延在するこ
とができる。いくつかの実施形態では、フロント壁部３３６は、スロット開口部３３２か
らスロット・ベース３３３へ延在することができ、および／または、ヒール壁部５３７と
トウ壁部３３４との間に延在することができる。スロット３３１は、フロント壁部３３６
とリア壁部３３５との間に延在することができる。多数の実施形態では、ストライク・フ
ェイス１１１は、リア壁部３３５よりもフロント壁部３３６の近くに位置することができ
る。いくつかの実施形態では、フロント壁部３３５も、リア壁部３３５よりもストライク
フェイス１１１の近くに位置することができる。
【００３４】
　トウ壁部３３４、リア壁部３３５、ヒール壁部５３７、およびフロント壁部３３６の間
の境界は、鋭角に、直角に、もしくは鈍角に角度が付けられ得、または、丸みが付けられ
得る。たとえば、いくつかの実施形態では、スロット３３１は、チューブ状とすることが
でき、トウ壁部３３４、リア壁部３３５、ヒール壁部５３７、およびフロント壁部３３６
の間の境界が、角度が付けられた縁部を含まないようになっているが、たとえそうであっ
ても、スロット３３１は、依然として、トウ壁部、リア壁部、ヒール壁部、およびフロン
ト壁部を有すると考えられ得る。そのような実施形態では、トウ壁部は、トウ・エンド１
０１に隣接しているチューブ状の壁部の一部分であり、ヒール壁部５３７は、ヒール・エ
ンド１０２に隣接しているチューブ状の壁部の一部分であるなどである。多数の他の実施
形態では、ヒール壁部５３７は、リア壁部３３５に対して９０度よりも大きい角度とする
ことができ、および／または、トウ壁部３３４は、リア壁部３３５に対して９０度よりも
大きい角度とすることができる。さまざまな実施形態では、ヒール壁部５３７は、リア壁
部３３５に対して９０度未満の角度とすることができ、および／または、トウ壁部３３４
は、リア壁部３３５に対して９０度未満の角度とすることができる。いくつかの実施形態
では、ヒール壁部５３７は、リア壁部３３５に対して直交していることができ、および／
または、トウ壁部３３４は、リア壁部３３５に対して直交していてもよい。上記に提案さ
れているように、壁部が、次のまたは隣接する壁部に移行するときに、角度が付けられて
いる縁部を含まない場合にも、これらの角度が存在することができる。多数の実施形態で
は、ヒール壁部５３７および／またはトウ壁部３３４は、実質的にまたはおおよそ真っ直
ぐとすることができる。他の実施形態では、ヒール壁部５３７および／またはトウ壁部３
３４は、湾曲していてもよい。
【００３５】
　多くの実施形態では、ポート構造部３３０、スロット３３１、および／または、その１
つまたは複数のエレメントは、１つまたは複数の方向にアーチ形の形状を有することがで
きる。たとえば、リア壁部３３５は、図３～図５に示されているように、湾曲していても
よく、また、スロット開口部３３２とスロット・ベース３３３との間に延在する第１の方
向にリア壁部カーブを有することができる。別の例として、フロント壁部３３６は、図３
～図５に示されているように、湾曲していてもよく、また、スロット開口部３３２とスロ
ット・ベース３３３との間に延在する第１の方向にフロント壁部カーブを有することがで
きる。いくつかの実施形態では、フロント壁部カーブおよび／またはリア壁部カーブは、
スロット開口部３３２とスロット・ベース３３３との間に延在する第１の方向に、円形、
楕円形、長円形、または、他の湾曲している形状を有することができる。多くの実施形態
では、図４に示されているものなどのように、リア壁部３３５の第１の方向に沿って延在
するリア壁部カーブは、半径４４７を有する円形４４５の一部分とすることができ、およ
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び／または、フロント壁部３３６の第１の方向に沿って延在するフロント壁部カーブは、
半径４４８を有する円形４４６の一部分とすることができる。多くの実施形態では、半径
４４７は、約０．３７５インチ（０．９５２５センチメートル（ｃｍ））から約１０．０
インチ（２５．４ｃｍ）とすることができる。たとえば、半径４４７は、約０．３７５イ
ンチ（０．９５２５ｃｍ）、０．４インチ（１．０１６ｃｍ）、０．４５インチ（１．１
４３ｃｍ）、０．５インチ（１．２７ｃｍ）、０．５５インチ（１．３９７ｃｍ）、０．
６インチ（１．５２４ｃｍ）、０．６５インチ（１．６５１ｃｍ）、０．７インチ（１．
７７８ｃｍ）、０．７５インチ（１．９０５ｃｍ）、０．８インチ（２．０３２ｃｍ）、
０．８５インチ（２．１５９ｃｍ）、０．９インチ（２．２８６ｃｍ）、０．９５インチ
（２．４１３ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ）、１．０５インチ（２．６６７ｃｍ
）、１．１インチ（２．７９４ｃｍ）、１．１５インチ（２．９２１ｃｍ）、１．２イン
チ（３．０４８ｃｍ）、１．２５インチ（３．１７５ｃｍ）、１．３インチ（３．３０２
ｃｍ）、１．３５インチ（３．４２９ｃｍ）、１．４インチ（３．５５６ｃｍ）、１．４
５インチ（３．６８３ｃｍ）、１．５インチ（３．８１ｃｍ）、１．５５インチ（３．９
３７ｃｍ）、１．６インチ（４．０６４ｃｍ）、１．６５インチ（４．１９１ｃｍ）、１
．７インチ（４．３１８ｃｍ）、１．７５インチ（４．４４５ｃｍ）、１．８インチ（４
．５７２ｃｍ）、１．８５インチ（４．６９９ｃｍ）、１．９インチ（４．８２６ｃｍ）
、１．９５インチ（４．９５３ｃｍ）、２．０インチ（５．０８ｃｍ）、２．１インチ（
５．３３４ｃｍ）、２．２インチ（５．５８８ｃｍ）、２．３インチ（５．８４２ｃｍ）
、２．４インチ（６．０９６ｃｍ）、２．５インチ（６．２５ｃｍ）、２．６インチ（６
．６０４ｃｍ）、２．７インチ（６．８５８ｃｍ）、２．８インチ（７．１１２ｃｍ）、
２．９インチ（７．３６６ｃｍ）、３．０インチ（７．６２ｃｍ）、３．２５インチ（８
．２５５ｃｍ）、３．５インチ（８．８９ｃｍ）、３．７５インチ（９．５２５インチ）
、４．０インチ（１０．１６ｃｍ）、４．５インチ（１１．４３ｃｍ）、５．０インチ（
１２．７ｃｍ）、５．５インチ（１３．９７ｃｍ）、６．０インチ（１５．２４ｃｍ）、
６．５インチ（１６．５１ｃｍ）、７．０インチ（１７．７８ｃｍ）、７．５インチ（１
９．０５ｃｍ）、８．０インチ（２０．３２ｃｍ）、８．５インチ（２１．５９ｃｍ）、
９．０インチ（２２．８６ｃｍ）、９．５インチ（２４．１３ｃｍ）、１０．０インチ（
２５．４ｃｍ）、または、それらの半径の値の間にある任意の他の適切な半径の値とする
ことができ、また、それらの半径の値のうちのいずれか１つから、それらの半径の値のう
ちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。いくつかの実施形態では、たとえ
ば、半径４４７は、約０．５インチ（１．２７ｃｍ）から約１．５インチ（３．８１ｃｍ
）とすることができる。たとえば、半径４４７は、図４に示されているものなどのように
、約１．０インチ（２．５４ｃｍ）とすることができる。
【００３６】
　図４に示されているように、半径４４８は、半径４４７より大きくてもよい。多くの実
施形態では、半径４４８は、約０．５７５インチ（１．４６０５ｃｍ）から約１１．０イ
ンチ（２７．９４ｃｍ）とすることができる。たとえば、半径４４８は、約０．５７５イ
ンチ（１．４６０５ｃｍ）、０．６インチ（１．５２４ｃｍ）、０．６５インチ（１．６
５１ｃｍ）、０．７インチ（１．７７８ｃｍ）、０．７５インチ（１．９０５ｃｍ）、０
．８インチ（２．０３２ｃｍ）、０．８５インチ（２．１５９ｃｍ）、０．８７５インチ
（２．２２２５ｃｍ）、０．９インチ（２．２８６ｃｍ）、０．９５インチ（２．４１３
ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ）、１．０５インチ（２．６６７ｃｍ）、１．１イ
ンチ（２．７９４ｃｍ）、１．１５インチ（２．９２１ｃｍ）、１．２インチ（３．０４
８ｃｍ）、１．２５インチ（３．１７５ｃｍ）、１．３インチ（３．３０２ｃｍ）、１．
３５インチ（３．４２９ｃｍ）、１．４インチ（３．５５６ｃｍ）、１．４５インチ（３
．６８３ｃｍ）、１．５インチ（３．８１ｃｍ）、１．５５インチ（３．９３７ｃｍ）、
１．６インチ（４．０６４ｃｍ）、１．６５インチ（４．１９１ｃｍ）、１．７インチ（
４．３１８ｃｍ）、１．７５インチ（４．４４５ｃｍ）、１．８インチ（４．５７２ｃｍ
）、１．８５インチ（４．６９９ｃｍ）、１．９インチ（４．８２６ｃｍ）、１．９５イ
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ンチ（４．９５３ｃｍ）、２．０インチ（５．０８ｃｍ）、２．１インチ（５．３３４ｃ
ｍ）、２．２インチ（５．５８８ｃｍ）、２．３インチ（５．８４２ｃｍ）、２．４イン
チ（６．０９６ｃｍ）、２．５インチ（６．２５ｃｍ）、２．６インチ（６．６０４ｃｍ
）、２．７インチ（６．８５８ｃｍ）、２．８インチ（７．１１２ｃｍ）、２．９インチ
（７．３６６ｃｍ）、３．０インチ（７．６２ｃｍ）、３．２５インチ（８．２５５ｃｍ
）、３．５インチ（８．８９ｃｍ）、３．７５インチ（９．５２５インチ）、４．０イン
チ（１０．１６ｃｍ）、４．５インチ（１１．４３ｃｍ）、５．０インチ（１２．７ｃｍ
）、５．５インチ（１３．９７ｃｍ）、６．０インチ（１５．２４ｃｍ）、６．５インチ
（１６．５１ｃｍ）、７．０インチ（１７．７８ｃｍ）、７．５インチ（１９．０５ｃｍ
）、８．０インチ（２０．３２ｃｍ）、８．５インチ（２１．５９ｃｍ）、９．０インチ
（２２．８６ｃｍ）、９．５インチ（２４．１３ｃｍ）、１０．０インチ（２５．４ｃｍ
）、１０．５インチ（２６．６７ｃｍ）、１１．０インチ（２７．９４ｃｍ）、または、
それらの半径の値の間にある任意の他の適切な半径の値とすることができ、また、それら
の半径の値のうちのいずれか１つから、それらの半径の値のうちの他のいずれか１つまで
の範囲にあることができる。いくつかの実施形態では、たとえば、半径４４８は、約０．
７インチ（１．７７８ｃｍ）から約１．７インチ（３．８１ｃｍ）とすることができる。
たとえば、半径４４７は、図４に示されているものなどのように、約１．０インチ（２．
５４ｃｍ）とすることができる。さらなる他の実施形態では、半径４４８は、約０．８７
５インチ（２．２２２５ｃｍ）から約１１．０インチ（２７．９４ｃｍ）とすることがで
きる。
【００３７】
　多数の実施形態では、円形４４５および円形４４６は、実質的にまたはおおよそ同心円
状とすることができ、ヒール壁部５３７とトウ壁部３３４との間のフロント壁部３３６の
中間部分が、第１の方向に沿って移動するときに、ヒール壁部５３７とトウ壁部３３４と
の間のリア壁部３３５の中間部分から実質的にまたはおおよそ一定の距離とすることがで
きるようになっている。同じ実施形態または他の実施形態では、フロント壁部３３６は、
第１の方向に沿って移動するときに、フロント壁部３３６およびリア壁部３３４の任意の
対応する部分において、リア壁部３３５から実質的にまたはおおよそ一定の距離とするこ
とができる。たとえば、図４に示されている断面スライスでは、半径４４８は、約１．２
インチ（３．０４８ｃｍ）とすることができ、また、フロント壁部３３６は、第１の方向
に沿って移動するときに、リア壁部３３５から約０．２インチ（０．５０８ｃｍ）とする
ことができる。製造する目的および／または組み立てる目的のために、フロント壁部３３
６およびリア壁部３３５の中間部分同士の間の距離は、スロット開口部３３２からスロッ
ト・ベース３３３に向けて第１の方向に沿って移動するときに、距離がわずかに（たとえ
ば、最大１０パーセント（１０％）まで）減少するときであっても、実質的にまたはおお
よそ一定とすることができる。多くの実施形態では、フロント壁部３３６は、リア壁部３
３５から約０．０２５インチ（０．０６３５ｃｍ）から約０．５インチ（０．２５４ｃｍ
）とすることができる。たとえば、フロント壁部３３６は、第１の方向に沿って移動する
ときに、リア壁部３３５から、約０．０２５インチ（０．０６３５ｃｍ）、０．０５イン
チ（０．１２７ｃｍ）、０．０７５インチ（０．１９０５ｃｍ）、０．１インチ（０．２
５４ｃｍ）、０．１２５インチ（０．３１７５ｃｍ）、０．１５インチ（０．３８１ｃｍ
）、０．１７５インチ（０．４４４５ｃｍ）、０．２インチ（０．５０８ｃｍ）、０．２
２５インチ（０．５７１５ｃｍ）、０．２５インチ（０．６３５ｃｍ）、０．２７５イン
チ（０．６９８５ｃｍ）、０．３インチ（０．７６２ｃｍ）、０．３２５インチ（０．８
２５５ｃｍ）、０．３５インチ（０．８８９ｃｍ）、０．３７５インチ（０．９５２５ｃ
ｍ）、０．４インチ（１．０１６ｃｍ）、０．４２５インチ（１．０７９５ｃｍ）、０．
４５インチ（１．１４３ｃｍ）、０．４７５インチ（１．２０６５ｃｍ）、または０．５
インチ（１．２７ｃｍ）になっていてもよく、または、それらの距離の値の間にある任意
の他の適切な距離とすることができ、また、それらの距離の値のうちのいずれか１つから
、それらの距離の値のうちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。
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【００３８】
　他の実施形態では、円形４４５および円形４４６は、同心円状ではない中心を有するこ
とができ、フロント壁部３３６が、第１の方向に沿って移動するときに、リア壁部３３５
から可変の距離であり得るようになっている。いくつかの実施形態では、たとえば、フロ
ント壁部３３６とリア壁部３３５との間の距離は、スロット開口部３３２からスロット・
ベース３３３へ延在する第１の方向に沿って移動するときに、狭くなることができ、それ
は、有益であることには、チューニング・エレメント１５０（図１～図２）がポート構造
部３３０からより容易に除去されることを可能にすることができる。他の実施形態では、
フロント壁部３３６とリア壁部３３５との間の距離は、スロット開口部３３２からスロッ
ト・ベース３３３へ延在する第１の方向に沿って移動するときに、広くなることができる
。多数の実施形態では、円形４４５の中心と円形４４６の中心との間の距離は、約０イン
チ（０ｃｍ）から約５．０インチ（１２．７ｃｍ）とすることができる。たとえば、円形
４４５の中心と円形４４６の中心との間の距離は、約０インチ（０ｃｍ）、０．００５イ
ンチ（０．０１２７ｃｍ）、０．０１インチ（０．０２５４ｃｍ）、０．０１５インチ（
０．０３８１ｃｍ）、０．０２インチ（０．０５０８ｃｍ）、０．０２５インチ（０．０
６３５ｃｍ）、０．０３インチ（０．０７６２ｃｍ）、０．０４インチ（０．１０１６ｃ
ｍ）、０．０５インチ（０．１２７ｃｍ）、０．０６インチ（０．１５２４ｃｍ）、０．
０７インチ（０．１７７８ｃｍ）、０．０８インチ（０．２０３２ｃｍ）、０．０９イン
チ（０．２２８６ｃｍ）、０．１インチ（０．２５４ｃｍ）、０．１２５インチ（０．３
１７５ｃｍ）、０．１５インチ（０．３８１ｃｍ）、０．１７５インチ（０．４４４５ｃ
ｍ）、０．２インチ（０．５０８ｃｍ）、０．２２５インチ（０．５７１５ｃｍ）、０．
２５インチ（０．６３５ｃｍ）、０．２７５インチ（０．６９８５ｃｍ）、０．３インチ
（０．７６２ｃｍ）、０．３５インチ（０．８８９ｃｍ）、０．４インチ（１．０１６ｃ
ｍ）、０．４５インチ（１．１４３ｃｍ）、０．５インチ（１．２７ｃｍ）、０．６イン
チ（１．５２４ｃｍ）、０．７インチ（１．７７８ｃｍ）、０．８インチ（２．０３２ｃ
ｍ）、０．９インチ（２．２８６ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ）、１．２５イン
チ（３．１７５ｃｍ）、１．５インチ（３．８１ｃｍ）、１．７５インチ（４．４４５ｃ
ｍ）、２．０インチ（５．０８ｃｍ）、２．２５インチ（５．７１５ｃｍ）、２．５イン
チ（６．３５ｃｍ）、２．７５インチ（６．９８５ｃｍ）、３．０インチ（７．６２ｃｍ
）、３．２５インチ（８．２５５ｃｍ）、３．５インチ（８．８９ｃｍ）、３．７５イン
チ（９．５２５ｃｍ）、４．０インチ（１０．１６ｃｍ）、４．２５インチ（１０．７９
５ｃｍ）、４．５インチ（１１．４３ｃｍ）、４．７５インチ（１２．０６５ｃｍ）、５
．０インチ（１２．７ｃｍ）、または、それらの距離の値の間にある任意の他の適切な距
離とすることができ、また、それらの距離の値のうちのいずれか１つから、それらの距離
の値のうちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。円形４４５および４４６
の中心が、実質的にまたはおおよそ同心円状であるときには、中心同士の間の距離は、約
０インチ（０ｃｍ）から０．０７５インチ（０．１９０５ｃｍ）とすることができる。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、図４に示されているものなどのように、円形４４５および円
形４４６の中心は、フロント壁部３３６よりもリア壁部３３５の近くに位置することがで
き、半径４４７が半径４４８よりも小さくなり得るようになっている。図４に示されてい
るように、フロント壁部３３６は、（内側のスロット３３１の観点から見たときに）スロ
ット３３１の中で第１の方向に凹形とすることができ、および／または、リア壁部３３５
は、（内側のスロット３３１の同じ観点から見たときに）スロット３３１の中で第１の方
向に凸形とすることができる。他の実施形態では、フロント壁部３３６は、スロット３３
１の中で凸形とすることができ、および／または、リア壁部３３５は、スロット３３１の
中で凹形とすることができる。そのような実施形態では、たとえば、円形４４５および円
形４４６の中心は、リア壁部３３５よりもフロント壁部３３６の近くに位置することがで
き、半径４４８が半径４４７よりも小さくなり得るようになっている。いくつかの実施形
態では、フロント壁部３３６および／またはリア壁部３３５の大部分は、第１の方向に実
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質的に湾曲していてもよい。いくつかの実施形態では、円形４４５および／または円形４
４６の中心は、ゴルフクラブヘッド１００の外側に位置することができる。他の実施形態
では、円形４４５および／または円形４４６の中心は、ゴルフクラブヘッド１００の内側
に位置することができる。
【００４０】
　多くの実施形態では、ストライク部分１１０のボトム・エンドがスロット開口部３３２
よりもスロット・ベース３３３の近くに位置するように、スロット３３１は配向され得る
。また、いくつかの実施形態では、スロット・ベース３３３がスロット開口部３３２より
もストライク部分１１０のボトム・エンドの近くに位置するように、スロット３３１は配
向され得る。いくつかの実施形態では、リア壁部３３５および／またはフロント壁部３３
６の少なくとも一部分は、ストライクフェイス１１１に対して平行とすることができる。
さまざまな実施形態では、リア壁部３３５および／またはフロント壁部３３６の少なくと
も一部分は、ストライクフェイス１１１と実質的に同じ方向に延在することができる。多
くの実施形態では、ストライクフェイス１１１とフロント壁部３３６との間の距離は、図
３～図５に示されているものなどのように、スロット開口部３３２においてよりも、スロ
ット・ベース３３３において、大きくてもよく、それは、有利には、ストライク部分１１
０の下側部分に対して、ゴルフクラブヘッド１００の増加した耐久性を提供することがで
きる。特定の実施形態では、リア壁部３３５および／またはフロント壁部３３６の少なく
とも一部分は、ソール１２１の少なくとも一部分に対して平行とすることができる。他の
実施形態では、スロット３３１は、ゴルフクラブヘッド１００の中で他の適切な配向を有
することができる。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、フロント壁部３３６の少なくとも一部分は、バックフェイス
１１２の少なくとも一部分よりもストライクフェイス１１１の近くに位置することができ
る。いくつかの実施形態では、スロット開口部３３２におけるストライクフェイス１１１
とフロント壁部３３６との間の距離は、ストライクフェイス１１１とバックフェイス１１
２の少なくとも一部分との間の距離よりも小さくてもよい。たとえば、周囲部分１１３に
おけるストライク部分１１０の上部において、ストライク部分１１０の厚さは、スロット
開口部３３２におけるストライクフェイス１１１とフロント壁部３３６との間の距離より
も大きくてもよい。多くの実施形態では、バックフェイス１１２は、少なくとも部分的に
凹形とすることができる。たとえば、図３～図５に示されているように、バックフェイス
１１２は、周囲部分１１３とリア部分１２０との間で凹形に湾曲することができる。いく
つかの実施形態では、バックフェイス１１２の凹形カーブは、リア壁部３３５またはフロ
ント壁部３３６のうちの少なくとも１つのカーブに対して平行であるか、または、そうで
なければ、それと同様とすることができる。多くの実施形態では、バックフェイス１１２
に対する凹形カーブは、有益であることには、ゴルフクラブヘッド１００のより簡単な製
造を促進させることができ、バックフェイス１１２の一部分におけるストライク部分１１
０の厚さが、スロット開口部３３２におけるストライクフェイス１１１とフロント壁部３
３６との間の距離よりも大きいときでも、ポート構造部３３０および／またはスロット３
３１が、ツーリング・ピック・ピース（ｔｏｏｌｉｎｇ　ｐｉｃｋ　ｐｉｅｃｅ）によっ
て鋳造され得るようになっており、ツーリング・ピック・ピースは、固定点の周りでツー
リング・ピック・ピースを単純に回転させることなどによって、バックフェイス１１２に
干渉することなく１つの運動で除去され得る。たとえば、ツーリング・ピック・ピースは
、図１３～図１４に示されているように、および、下記に説明されているように、ツーリ
ング・ピース１３９０と同様とすることができる。
【００４２】
　多数の実施形態では、フロント壁部３３６は、湾曲していてもよく、また、ヒール壁部
５３７とトウ壁部３３４との間に延在する、第１の方向に対して垂直の第２の方向に、フ
ロント壁部カーブを有することができる。他の実施形態では、フロント壁部３３６は、第
２の方向に沿って、実質的にまたはおおよそ真っ直ぐとすることができる。いくつかの実
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施形態では、リア壁部３３５は、湾曲していてもよく、また、第２の方向にリア壁部カー
ブを有することができる。他の実施形態では、リア壁部３３５は、第２の方向に沿って、
実質的にまたはおおよそ真っ直ぐとすることができる。フロント壁部カーブおよび／また
はリア壁部カーブは、ヒール壁部５３７とトウ壁部３３４との間に延在する第２の方向に
、円形、楕円形、長円形、または、他のアーチ形の形状を、少なくとも部分的に有するこ
とができる。例として、図３～図５に示されているように、フロント壁部３３６は、スロ
ット３３１の中で第２の方向に凹形とすることができ、リア壁部３３５は、スロット３３
１の中で第２の方向に、実質的にまたはおおよそ真っ直ぐとすることができる。いくつか
の実施形態では、フロント壁部３３６は、ヒール壁部５３７とトウ壁部３３４との間の中
間点においてよりも、ヒール壁部５３７および／またはトウ壁部３３４において、リア壁
部３３６から短い距離にあることができる。いくつかの実施形態では、フロント壁部３３
６および／またはリア壁部３３５の大部分は、第２の方向に実質的に湾曲していてもよい
。さまざまな実施形態では、フロント壁部３３６および／またはリア壁部３３５の大部分
は、第２の方向に、実質的にまたはおおよそ真っ直ぐとすることができる。
【００４３】
　多くの実施形態では、ポート構造部３３０は、スロット開口部３３２においてキャップ
凹部３４０を含むことができ、それは、さらに詳細に下記に説明されているように、チュ
ーニング・エレメント１５０（図１～図２）の（下記に説明されている図６～図８に示さ
れているような）キャップ６６１を受け入れるように構成され得る。多くの実施形態では
、キャップ凹部３４０は、スロット開口部３３２において、フロント壁部３３６、リア壁
部３３５、トウ壁部３３４、および／またはヒール壁部５３７の周りに、ならびに、それ
らを越えて延在することができる。いくつかの実施形態では、キャップ凹部３４０は、フ
ロント壁部３３６を越えてバックフェイス１１２まで延在することができる。多数の実施
形態では、キャップ凹部３４０は、スロット３３１の周囲部全体の周りで、約０．０２イ
ンチ（０．０５０８ｃｍ）から約０．１インチ（０．２５４ｃｍ）だけ、スロット開口部
３３２においてスロット３３１を越えて囲むか、または、そうでなければ延在することが
できる。たとえば、キャップ凹部３４０は、約０．０２インチ（０．０５０８ｃｍ）、０
．０３インチ（０．０７６２ｃｍ）、０．０４インチ（０．１０１６ｃｍ）、０．０５イ
ンチ（０．１２７ｃｍ）、０．０６インチ（０．１５２４ｃｍ）、０．０７インチ（０．
１７７８ｃｍ）、０．０８インチ（０．２０３２ｃｍ）、０．９インチ（０．２２８６ｃ
ｍ）、または、それらの距離の値の間にある任意の他の適切な距離だけ延在することがで
き、また、それらの距離の値のうちのいずれか１つから、それらの距離の値のうちの他の
いずれか１つまでの範囲にあることができる。いくつかの実施形態では、たとえば、キャ
ップ凹部３４０は、約０．０３インチ（０．０７６２ｃｍ）から約０．０７インチ（０．
１７７８ｃｍ）だけ、スロット開口部３３２においてスロット３３１を越えて延在するこ
とができる。たとえば、キャップ凹部３４０の少なくとも一部分は、図３～図５に示され
ているものなどのように、約０．５インチ（２．５４ｃｍ）だけ、スロット開口部３３２
においてスロット３３１を越えて延在することができる。いくつかの実施形態では、キャ
ップ凹部３４０は、スロット開口部３３２の１つまたは複数の側部において、可変の距離
またはそうでなければ異なる距離だけ、スロット開口部３３２においてスロット３３１を
越えて延在することができる。他の実施形態では、ポート構造部３３０は、キャップなし
のチューニング・エレメントなどについては、キャップ凹部３４０を含まない。
【００４４】
　図面を進めて見てみると、図６は、実施形態による、チューニング・エレメント１５０
の側面図を図示している。図７は、チューニング・エレメント１５０の背面図を図示して
いる。図８は、チューニング・エレメント１５０の上面図を図示している。チューニング
・エレメント１５０は、単に例示的なものであり、チューニング・エレメントの実施形態
は、本明細書で提示されている実施形態に限定されない。チューニング・エレメントは、
具体的には本明細書で示されていないまたは説明されていない多くの異なる実施形態また
は例の中で用いられ得る。
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【００４５】
　いくつかの実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、ポート構造部３３０（
図３～図５）の中に位置することができ、および／または、ポート構造部３３０（図３～
図５）と実質的に一致することができる。多くの実施形態では、チューニング・エレメン
ト１５０は、主要部分６５１およびキャップ６６１を含むことができる。他の実施形態で
は、ポート構造部３３０がキャップ凹部３４０（図３～図５）を含まないときなどに、チ
ューニング・エレメント１５０は、キャップ６６１なしの主要部分６５１を含むことがで
きる。特定の実施形態では、主要部分６５１およびキャップ６６１は、１つまたは複数の
同じ材料から作製され得る。多数の実施形態では、主要部分６５１は、キャップ６６１と
一体であるか、および／または、キャップ６６１と共同成形され得る。他の実施形態では
、主要部分６５１は、溶接、ろう付け、接着、および／または、他の機械的なもしくは化
学的な締結具などによってキャップ６６１に締結される、別々のピースの材料とすること
ができる。いくつかの実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、射出成形され
、機械加工され、焼結され、または、他の適切なプロセスによってポート構造部３３０（
図３～図５）の中に作製もしくは設置され得る。さまざまな実施形態では、チューニング
・エレメント１５０は、リア部分１２０（図１～図５）またはストライク部分１１０（図
１～図５）と同じ材料または異なる材料から作製され得る。特定の実施形態では、チュー
ニング・エレメント１５０は、１つまたは複数のエラストマーから作製され得る。たとえ
ば、チューニング・エレメント１５０は、非鉄熱可塑性のウレタン、熱可塑性のエラスト
マー・ポリマー、鉄粒子または他の合金鉄粒子のミックスがポリウレタンまたは他のエラ
ストマー・ポリマーの中に混合された状態のハイブリッド・プラスチックから作製され得
る。他の実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、チューニング・エレメント
１５０が焼結または機械加工されるときなどには、アルミニウム、スチール、タングステ
ン、または他の適切な金属などのような、金属とすることができる。
【００４６】
　多くの実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、ウェイトを有することがで
き、ウェイトは、有利には、ストライク部分１１０（図１～図５）を強化するように構成
され得、有益であることには、望ましくない衝撃振動を最小化し、および／または、組み
立ての間に、ゴルフ・クラブ・スイングウェイトを確立もしくは調節する。たとえば、チ
ューニング・エレメント１５０は、約１．０ｇから約１００ｇの質量を有することができ
る。たとえば、チューニング・エレメント１５０は、約１．０ｇ、２．０ｇ、３．０ｇ、
４．０ｇ、５．０ｇ、６．０ｇ、７．０ｇ、８．０ｇ、９．０ｇ、１０．０ｇ、１１．０
ｇ、１２．０ｇ、１３．０ｇ、１４．０ｇ、１５．０ｇ、１６．０ｇ、１７．０ｇ、１８
．０ｇ、１９．０ｇ、２０．０ｇ、２１．０ｇ、２２．０ｇ、２３．０ｇ、２４．０ｇ、
２５．０ｇ、２６．０ｇ、２７．０ｇ、２８．０ｇ、２９．０ｇ、３０．０ｇ、３５．０
ｇ、４０．０ｇ、４５．０ｇ、５０．０ｇ、５５．０ｇ、６０．０ｇ、６５．０ｇ、７０
．０ｇ、７５．０ｇ、８０．０ｇ、８５．０ｇ、９０．０ｇ、９５．０ｇ、１００．０ｇ
の質量、または、それらの質量の値の間にある任意の他の適切な質量を有することができ
、また、それらの質量の値のうちのいずれか１つから、それらの距離の値のうちの他のい
ずれか１つまでの範囲にあることができる。たとえば、いくつかの実施形態では、チュー
ニング・エレメント１５０は、約１．０ｇから約３０．０ｇの質量を有することができる
。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、約１．０ｇ／ｃｃから
約２０．０ｇ／ｃｃの密度を有することができる。たとえば、チューニング・エレメント
１５０は、約１．０ｇ／ｃｃ、１．５ｇ／ｃｃ、２．０ｇ／ｃｃ、２．５ｇ／ｃｃ、３．
０ｇ／ｃｃ、３．５ｇ／ｃｃ、４．０ｇ／ｃｃ、４．５ｇ／ｃｃ、５．０ｇ／ｃｃ、５．
５ｇ／ｃｃ、６．０ｇ／ｃｃ、６．５ｇ／ｃｃ、７．０ｇ／ｃｃ、７．５ｇ／ｃｃ、８．
０ｇ／ｃｃ、８．５ｇ／ｃｃ、９．０ｇ／ｃｃ、９．５ｇ／ｃｃ、１０．０ｇ／ｃｃ、１
０．５ｇ／ｃｃ、１１．０ｇ／ｃｃ、１１．５ｇ／ｃｃ、１２．０ｇ／ｃｃ、１２．５ｇ
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／ｃｃ、１３．０ｇ／ｃｃ、１３．５ｇ／ｃｃ、１４．０ｇ／ｃｃ、１４．５ｇ／ｃｃ、
１５．０ｇ／ｃｃ、１５．５ｇ／ｃｃ、１６．０ｇ／ｃｃ、１６．５ｇ／ｃｃ、１７．０
ｇ／ｃｃ、１７．５ｇ／ｃｃ、１８．０ｇ／ｃｃ、１８．５ｇ／ｃｃ、１９．０ｇ／ｃｃ
、１９．５ｇ／ｃｃ、２０．０ｇ／ｃｃの密度、または、それらの密度の値の間にある任
意の他の適切な密度の値を有することができ、また、それらの密度の値のうちのいずれか
１つから、それらの密度の値のうちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。
たとえば、いくつかの実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、約１．０ｇ／
ｃｃから約９．０ｇ／ｃｃの密度を有することができる。いくつかの実施形態では、チュ
ーニング・エレメント１５０の密度は、リア部分１２０の密度よりも小さくてもよい。他
の実施形態では、チューニング・エレメント１５０の密度は、リア部分１２０の密度より
も大きいか、または、リア部分１２０の密度に等しくてもよい。
【００４８】
　多くの実施形態では、チューニング・エレメント１５０の主要部分６５１は、チューニ
ング・エレメント・リア側６５５、チューニング・エレメント・フロント側６５６、チュ
ーニング・エレメント・ヒール側７５７、チューニング・エレメント・トウ側６５４、お
よび／またはチューニング・エレメント・ボトム側６５３を含むことができる。チューニ
ング・エレメント・リア側６５５、チューニング・エレメント・ヒール側７５７、チュー
ニング・エレメント・フロント側６５６、およびチューニング・エレメント・トウ側６５
４の間の境界は、鋭角に、直角に、もしくは鈍角に角度が付けられ得、または、丸みが付
けられ得る。たとえば、いくつかの実施形態では、主要部分６５１は、丸みが付けられ得
、チューニング・エレメント・リア側６５５、チューニング・エレメント・ヒール側７５
７、チューニング・エレメント・フロント側６５６、およびチューニング・エレメント・
トウ側６５４の間の境界が、角度が付けられた縁部を含まないようになっている。多数の
実施形態では、図７に示されているように、チューニング・エレメント・ヒール側７５７
は、チューニング・エレメント・リア側６５５に対して９０度よりも大きい角度とするこ
とができ、および／または、チューニング・エレメント・トウ側６５４は、チューニング
・エレメント・リア側６５５に対して９０度よりも大きい角度とすることができる。さま
ざまな実施形態では、チューニング・エレメント・ヒール側７５７は、チューニング・エ
レメント・リア側６５５に対して９０度未満の角度とすることができ、および／または、
チューニング・エレメント・トウ側６５４は、チューニング・エレメント・リア側６５５
に対して９０度未満の角度とすることができる。いくつかの実施形態では、チューニング
・エレメント・ヒール側７５７は、チューニング・エレメント・リア側６５５に対して直
交していてもよく、および／または、チューニング・エレメント・トウ側６５４は、チュ
ーニング・エレメント・リア側６５５に対して直交していてもよい。
【００４９】
　多数の実施形態では、チューニング・エレメント１５０のキャップ６６１は、キャップ
・リア側６６５、キャップ・フロント側６６６、キャップ・ヒール側７６７、キャップ・
トウ側６６４、キャップ・ボトム・リップ６６３、および／またはキャップ・トップ側６
６８を含むことができる。キャップ・リア側６６５、キャップ・ヒール側７６７、キャッ
プ・フロント側６６６、およびキャップ・トウ側６６４の間の境界は、鋭角に、直角に、
もしくは鈍角に角度が付けられ得、または、丸みが付けられ得る。たとえば、いくつかの
実施形態では、キャップ６６１は、丸みが付けられ得、キャップ・リア側６６５、キャッ
プ・ヒール側７６７、キャップ・フロント側６６６、およびキャップ・トウ側６６４の間
の境界が、角度が付けられた縁部を含まないようになっている。多数の実施形態では、図
７～図８に示されているように、キャップ・ヒール側７６７は、キャップ・リア側６６５
に対して９０度よりも大きい角度とすることができ、および／または、キャップ・トウ側
６６４は、キャップ・リア側６６５に対して９０度よりも大きい角度とすることができる
。さまざまな実施形態では、キャップ・ヒール側７６７は、キャップ・リア側６６５に対
して９０度未満の角度とすることができ、および／または、キャップ・トウ側６６４は、
キャップ・リア側６６５に対して９０度未満の角度とすることができる。いくつかの実施



(17) JP 6342506 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

形態では、キャップ・ヒール側７６７は、キャップ・リア側６６５に対して直交していて
もよく、および／または、キャップ・トウ側６６４は、キャップ・リア側６６５に対して
直交していてもよい。多くの実施形態では、キャップ・ヒール側７６７は、チューニング
・エレメント・ヒール側７５７と同じもしくは同様の配向を有することができ、キャップ
・トウ側６６４は、チューニング・エレメント・トウ側６５４と同じもしくは同様の配向
を有することができ、キャップ・リア側６６５は、チューニング・エレメント・リア側６
５５と同じもしくは同様の配向を有することができ、および／または、キャップ・フロン
ト側６６６は、チューニング・エレメント・フロント側６５６と同じもしくは同様の配向
を有することができる。いくつかの実施形態では、キャップ６６１は、チューニング・エ
レメント１５０の上で任意選択とすることができ、および／または、キャップ凹部３４０
（図３～図５）は、ポート構造部３３０（図３～図５）の上で任意選択とすることができ
る。たとえば、いくつかの実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、キャップ
６６１を含まないことができ、また、スロット開口部３３２（図３～図５）においてポー
ト凹部３４０（図３～図５）なしのポート構造部３３０（図３～図５）の中に同一平面に
置かれ得、または、チューニング・エレメント１５０は、スロット開口部３３２（図３～
図５）からわずかに突出することができ、または、スロット開口部３３２（図３～図５）
の中にわずかに引っ込められることができる。
【００５０】
　多くの実施形態では、チューニング・エレメント１５０、または、チューニング・エレ
メント１５０の１つもしくは複数のエレメントは、１つまたは複数の方向に、アーチ形の
形状を有することができる。たとえば、チューニング・エレメント・リア側６５５および
／またはキャップ・リア側６６５は、キャップ・トップ側６６８とチューニング・エレメ
ント・ボトム側６５３との間に延在する第１の方向に湾曲していてもよい。別の例として
、チューニング・エレメント・フロント側６５６は、キャップ・トップ側６６８とチュー
ニング・エレメント・ボトム側６５３との間に延在する第１の方向に湾曲していてもよい
。いくつかの実施形態では、チューニング・エレメント・リア側６５５および／またはチ
ューニング・エレメント・フロント側６５６のカーブは、キャップ・トップ側６６８とチ
ューニング・エレメント・ボトム側６５３との間に延在する第１の方向に、円形、楕円形
、長円形、または、他の湾曲している形状を有することができ、また、多くの実施形態で
は、第１の方向に、スロット３３１（図３～図５）のリア壁部３３５（図３～図５）およ
び／またはフロント壁部３３６（図３～図５）に適合または相関させられ得る。たとえば
、チューニング・エレメント・リア側６５５は、第１の方向に、リア壁部３３５（図３～
図５）に関連して上記に説明されているような円形４４５（図４）の半径４４７（図４）
と同様または同一の半径を有することができる。別の例として、チューニング・エレメン
ト・フロント側６５６は、第１の方向に、フロント壁部３３６（図３～図５）に関連して
上記に説明されているような円形４４６（図４）の半径４４８（図４）と同様または同一
の半径を有することができる。多くの実施形態では、図６に示されているものなどのよう
に、第１の方向に沿って延在する、チューニング・エレメント・リア側６５５および／ま
たはチューニング・エレメント・フロント側６５６のカーブは、それぞれ、円形の一部分
とすることができる。特定の実施形態では、それぞれの円形は、同心円状とすることがで
きる。多数の実施形態では、チューニング・エレメント・フロント側６５６は、第１の方
向に沿って移動するときに、チューニング・エレメント・リア側６５５から、実質的にま
たはおおよそ一定の距離とすることができる。多数の実施形態では、図６に示されている
ものなどのように、チューニング・エレメント・リア側６５５は、第１の方向に凹形とす
ることができ、チューニング・エレメント・フロント側６５６は、第１の方向に凸形とす
ることができる。他の実施形態では、チューニング・エレメント・リア側６５５は、第１
の方向に凸形とすることができ、チューニング・エレメント・フロント側６５６は、第１
の方向に凹形とすることができる。
【００５１】
　多数の実施形態では、チューニング・エレメント・フロント側６５６および／またはキ
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ャップ・フロント側６６６は、チューニング・エレメント・ヒール側７５７とチューニン
グ・エレメント・トウ側６５４との間に延在する、第１の方向に対して垂直の第２の方向
に湾曲していてもよい。他の実施形態では、チューニング・エレメント・フロント側６５
６および／またはキャップ・フロント側６６６は、第２の方向に沿って、実質的にまたは
おおよそ真っ直ぐとすることができる。いくつかの実施形態では、チューニング・エレメ
ント・リア側６５５および／またはキャップ・リア側６６５は、第２の方向に湾曲してい
てもよい。他の実施形態では、チューニング・エレメント・リア側６５５および／または
キャップ・リア側６６５は、第２の方向に沿って、実質的にまたはおおよそ真っ直ぐとす
ることができる。多数の実施形態では、チューニング・エレメント・リア側６５５および
／またはチューニング・エレメント・フロント側６５６のカーブは、チューニング・エレ
メント・ヒール側７５７とチューニング・エレメント・トウ側６５４との間に延在する第
２の方向に、円形、楕円形、長円形、または、他のアーチ形の形状を少なくとも部分的に
有することができ、また、多くの実施形態では、第２の方向に、スロット３３１（図３～
図５）のリア壁部３３５（図３～図５）および／またはフロント壁部３３６（図３～図５
）に適合または相関させられ得る。
【００５２】
　図６～図８に示されている実施形態では、チューニング・エレメント・フロント側６５
６およびキャップ・フロント側６６６は、第２の方向に凹形であり、チューニング・エレ
メント・リア側６５５およびキャップ・リア側６６５は、第２の方向に、実質的にまたは
おおよそ真っ直ぐである。提示されている実施形態では、チューニング・エレメント・リ
ア側６５５は、第１の方向に凹形であり、チューニング・エレメント・フロント側６５６
は、第１の方向に凸形である。提示されている実施形態では、チューニング・エレメント
１５０は、約２．５インチ（６．３５ｃｍ）の（キャップ・ヒール側７６７からキャップ
・トウ側６６４への）ヒール・トゥー・トウ長さ（ｈｅｅｌ－ｔｏ－ｔｏｅ　ｌｅｎｇｔ
ｈ）を有している。他の実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、約０．５イ
ンチ（１．２７ｃｍ）から約４．０インチ（１０．１６ｃｍ）のヒール・トゥー・トウ長
さを有することができる。たとえば、チューニング・エレメント１５０は、約０．５イン
チ（１．２７ｃｍ）、０．７５インチ（１．９０５ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ
）、１．２５インチ（３．１７５ｃｍ）、１．５インチ（３．８１ｃｍ）、１．７５イン
チ（４．４４５ｃｍ）、２．０インチ（５．０８ｃｍ）、２．２５インチ（５．７１５ｃ
ｍ）、２．５インチ（６．３５ｃｍ）、２．７５インチ（６．９８５ｃｍ）、３．０イン
チ（７．６２ｃｍ）、３．２５インチ（８．２５５ｃｍ）、３．５インチ（８．８９ｃｍ
）、３．７５インチ（９．５２５ｃｍ）、４．０インチ（１０．１６ｃｍ）のヒール・ト
ゥー・トウ長さ、または、それらの長さの値の間にある任意の他の適切な長さの値を有す
ることができ、また、それらの長さの値のうちのいずれか１つから、それらの長さの値の
うちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。たとえば、チューニング・エレ
メント１５０は、約１．０インチ（２．５４ｃｍ）から約３．０インチ（７．６２ｃｍ）
のヒール・トゥー・トウ長さを有することができる。
【００５３】
　提示されている実施形態では、チューニング・エレメント１５０の主要部分６５１は、
約０．４５インチ（１．１４３ｃｍ）の（チューニング・エレメント・ボトム側６５３か
らキャップ・ボトム・リップ６６３への）高さを有している。他の実施形態では、主要部
分６５１は、約０．１インチ（０．２５４ｃｍ）から約１．０インチ（２．５４ｃｍ）の
高さを有することができる。たとえば、主要部分６５１は、約０．１インチ（０．２５４
ｃｍ）、０．１５インチ（０．３８１ｃｍ）、０．２インチ（０．５０８ｃｍ）、０．２
５インチ（０．６３５ｃｍ）、０．３インチ（０．７６２ｃｍ）、０．３５インチ（０．
８８９ｃｍ）、０．４インチ（１．０１６ｃｍ）、０．４５インチ（１．１４３ｃｍ）、
０．５インチ（１．２７ｃｍ）、０．５５インチ（１．３９７ｃｍ）、０．６インチ（１
．５２４ｃｍ）、０．６５インチ（１．６５１ｃｍ）、０．７インチ（１．７７８ｃｍ）
、０．７５インチ（１．９０５ｃｍ）、０．８インチ（２．０３２ｃｍ）、０．８５イン
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チ（２．１５９ｃｍ）、０．９インチ（２．２８６ｃｍ）、０．９５インチ（２．４１３
ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ）の高さ、または、それらの高さの値の間にある任
意の他の適切な高さの値を有することができ、また、それらの高さの値のうちのいずれか
１つから、それらの高さの値のうちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。
たとえば、主要部分６５１は、約０．１インチ（０．２５４ｃｍ）から約０．７インチ（
１．７７８ｃｍ）の高さを有することができる。
【００５４】
　提示されている実施形態では、キャップ６６１は、約０．１５インチ（０．３８１ｃｍ
）の（キャップ・ボトム・リップ６６３からキャップ・トップ側６６８への）高さを有し
ている。他の実施形態では、キャップ６６１は、約０．０２インチ（０．０５０８ｃｍ）
から約１．０インチ（２．５４ｃｍ）の高さを有することができる。たとえば、キャップ
６６１は、約０．０２インチ（０．０５０８ｃｍ）、０．０５インチ（０．１２７ｃｍ）
、０．１インチ（０．２５４ｃｍ）、０．１５インチ（０．３８１ｃｍ）、０．２インチ
（０．５０８ｃｍ）、０．２５インチ（０．６３５ｃｍ）、０．３インチ（０．７６２ｃ
ｍ）、０．３５インチ（０．８８９ｃｍ）、０．４インチ（１．０１６ｃｍ）、０．４５
インチ（１．１４３ｃｍ）、０．５インチ（１．２７ｃｍ）、０．５５インチ（１．３９
７ｃｍ）、０．６インチ（１．５２４ｃｍ）、０．６５インチ（１．６５１ｃｍ）、０．
７インチ（１．７７８ｃｍ）、０．７５インチ（１．９０５ｃｍ）、０．８インチ（２．
０３２ｃｍ）、０．８５インチ（２．１５９ｃｍ）、０．９インチ（２．２８６ｃｍ）、
０．９５インチ（２．４１３ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ）の高さ、または、そ
れらの高さの値の間にある任意の他の適切な高さの値を有することができ、また、それら
の高さの値のうちのいずれか１つから、それらの高さの値のうちの他のいずれか１つまで
の範囲にあることができる。たとえば、キャップ６６１は、約０．０２インチ（０．０５
０８ｃｍ）から約０．４インチ（１．０１６ｃｍ）の高さを有することができる。
【００５５】
　提示されている実施形態では、チューニング・エレメントは、約０．６インチ（１．５
２４ｃｍ）の（チューニング・エレメント・ボトム側６５３からキャップ・トップ側６６
８への）高さを有している。他の実施形態では、チューニング・エレメント１５０は、約
０．１インチ（０．２５４ｃｍ）から約２．０インチ（５．０８ｃｍ）の高さを有するこ
とができる。たとえば、チューニング・エレメント１５０は、約０．１インチ（０．２５
４ｃｍ）、０．１５インチ（０．３８１ｃｍ）、０．２インチ（０．５０８ｃｍ）、０．
２５インチ（０．６３５ｃｍ）、０．３インチ（０．７６２ｃｍ）、０．３５インチ（０
．８８９ｃｍ）、０．４インチ（１．０１６ｃｍ）、０．４５インチ（１．１４３ｃｍ）
、０．５インチ（１．２７ｃｍ）、０．５５インチ（１．３９７ｃｍ）、０．６インチ（
１．５２４ｃｍ）、０．６５インチ（１．６５１ｃｍ）、０．７インチ（１．７７８ｃｍ
）、０．７５インチ（１．９０５ｃｍ）、０．８インチ（２．０３２ｃｍ）、０．８５イ
ンチ（２．１５９ｃｍ）、０．９インチ（２．２８６ｃｍ）、０．９５インチ（２．４１
３ｃｍ）、１．０インチ（２．５４ｃｍ）、１．０５インチ（２．６６７ｃｍ）、１．１
インチ（２．７９４ｃｍ）、１．１５インチ（２．９２１ｃｍ）、１．２インチ（３．０
４８ｃｍ）、１．２５インチ（３．１７５ｃｍ）、１．３インチ（３．３０２ｃｍ）、１
．３５インチ（３．４２９ｃｍ）、１．４インチ（３．５５６ｃｍ）、１．４５インチ（
３．６８３ｃｍ）、１．５インチ（３．８１ｃｍ）、１．５５インチ（３．９３７ｃｍ）
、１．６インチ（４．０６４ｃｍ）、１．６５インチ（４．１９１ｃｍ）、１．７インチ
（４．３１８ｃｍ）、１．７５インチ（４．４４５ｃｍ）、１．８インチ（４．５７２ｃ
ｍ）、１．８５インチ（４．６９９ｃｍ）、１．９インチ（４．８２６ｃｍ）、１．９５
インチ（４．９５３ｃｍ）、２．０インチ（５．０８ｃｍ）の高さ、または、それらの高
さの値の間にある任意の他の適切な高さの値を有することができ、また、それらの高さの
値のうちのいずれか１つから、それらの高さの値のうちの他のいずれか１つまでの範囲に
あることができる。たとえば、チューニング・エレメント１５０は、約０．１インチ（０
．２５４ｃｍ）から約１．０インチ（２．５４ｃｍ）の高さを有することができる。
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【００５６】
　提示されている実施形態では、キャップ６６１は、キャップ・ヒール側７６７とキャッ
プ・トウ側６６４との間の中間点において、約０．２８インチ（０．７１１２ｃｍ）の（
キャップ・フロント側６６６からキャップ・リア側６６５への）フロント・トゥー・リア
厚さ（ｆｒｏｎｔ－ｔｏ－ｒｅａｒ　ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ）を有しており、主要部分６５
１は、チューニング・エレメント・ヒール側７５７とチューニング・エレメント・トウ側
６５４との間の中間点において、約０．２２インチ（０．５５８ｃｍ）のフロント・トゥ
ー・リア厚さを有しており、主要部分６５１は、チューニング・エレメント・ヒール側７
５７およびチューニング・エレメント・トウ側６５４において、約０．１インチ（０．２
５４ｃｍ）のフロント・トゥー・リア厚さを有している。さまざまな実施形態では、チュ
ーニング・エレメント１５０は、約０．０２５インチ（０．０６３５）以上のフロント・
トゥー・リア厚さを有することができ、それは、たとえば、チューニング・エレメント・
ヒール側７５７、チューニング・エレメント・トウ側６５４、キャップ・ヒール側７６７
、および／またはキャップ・トウ側６６４における厚さを含む。多くの実施形態では、チ
ューニング・エレメント１５０は、約０．５インチ（１．２７ｃｍ）以下のフロント・ト
ゥー・リア厚さを有することができ、それは、たとえば、チューニング・エレメント・ヒ
ール側７５７とチューニング・エレメント・トウ側６５４との間の中間点における厚さを
含む。多くの実施形態では、チューニング・エレメント・ヒール側７５７、チューニング
・エレメント・トウ側６５４、キャップ・ヒール側７６７、および／またはキャップ・ト
ウ側６６４における、チューニング・エレメント１５０のフロント・トゥー・リア厚さは
、チューニング・エレメント・ヒール側７５７とチューニング・エレメント・トウ側６５
４との間の中間点におけるチューニング・エレメント１５０のフロント・トゥー・リア厚
さよりも小さくてもよい。他の実施形態では、チューニング・エレメント１５０のフロン
ト・トゥー・リア厚さは、ランニング・エレメント・ヒール側７５７とチューニング・エ
レメント・トウ側６５４との間で均一とすることができる。さらなる他の実施形態では、
チューニング・エレメント・ヒール側７５７、チューニング・エレメント・トウ側６５４
、キャップ・ヒール側７６７、および／またはキャップ・トウ側６６４における、チュー
ニング・エレメント１５０のフロント・トゥー・リア厚さは、チューニング・エレメント
・ヒール側７５７とチューニング・エレメント・トウ側６５４との間の中間点におけるチ
ューニング・エレメント１５０のフロント・トゥー・リア厚さよりも大きくてもよい。
【００５７】
　多数の実施形態では、キャップ・ボトム・リップ６６３は、チューニング・エレメント
・ヒール側７５７を越えてキャップ・ヒール側７６７まで、チューニング・エレメント・
トウ側６５４を越えてキャップ・トウ側６６４まで、チューニング・エレメント・リア側
６５５を越えてキャップ・リア側６６５まで、および／または、チューニング・エレメン
ト・フロント側６５６を越えてキャップ・フロント側６６６まで、延在することができる
。図６～図８に示されている例では、キャップ・ボトム・リップは、囲むか、または、そ
うでなければ、１つまたは複数の方向に約０．０５インチ（０．１２７ｃｍ）だけ延在し
ている。他の実施形態では、キャップ・ボトム・リップ６６３は、１つまたは複数の方向
に、約０．０２インチ（０．０５０８ｃｍ）から約０．５インチ（０．１２７ｃｍ）だけ
延在することができる。たとえば、キャップ・ボトム・リップ６６３は、約０．０２イン
チ（０．０５０８ｃｍ）、０．０２５インチ（０．０６３５ｃｍ）、０．０５インチ（０
．１２７ｃｍ）、０．０７５インチ（０．１９０５ｃｍ）、０．１インチ（０．２５４ｃ
ｍ）、０．１２５インチ（０．３１７５ｃｍ）、０．１５インチ（０．３８１ｃｍ）、０
．１７５インチ（０．４４４５ｃｍ）、０．２インチ（０．５０８ｃｍ）、０．２２５イ
ンチ（０．５７１５ｃｍ）、０．２５インチ（０．６３５ｃｍ）、０．２７５インチ（０
．６９８５ｃｍ）、０．３インチ（０．７６２ｃｍ）、０．３２５インチ（０．８２５５
ｃｍ）、０．３５インチ（０．８８９ｃｍ）、０．３７５インチ（０．９５２５ｃｍ）、
０．４インチ（１．０１６ｃｍ）、０．４２５インチ（１．０７９５ｃｍ）、０．４５イ
ンチ（１．１４３ｃｍ）、０．４７５インチ（１．２０６５ｃｍ）、０．５インチ（１．
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２７ｃｍ）、または、それらの長さの値の間にある任意の他の適切な長さの値だけ延在す
ることができ、また、それらの長さの値のうちのいずれか１つから、それらの長さの値の
うちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。多くの実施形態では、キャップ
・ボトム・リップ６６３は、２つ以上の方向に異なる寸法だけ延在することができる。
【００５８】
　図面を進めて見てみると、図９は、チューニング・エレメント１５０を備えるゴルフク
ラブヘッド１００の、図２の中の線３－３に沿った側断面図を図示している。図１０は、
チューニング・エレメント１５０を備えるゴルフクラブヘッド１００の、図２の中の線３
－３に沿った、側部、ボトム、リアの斜視断面図を図示している。図９～図１０に示され
ているように、ポート構造部３３０は、チューニング・エレメント１５０を受け入れおよ
び／または固定するように構成され得る。主要部分６５１は、スロット３３１の中にフィ
ットすることができ、および／または、スロット３３１と実質的に一致することができ、
および／または、キャップ６６１は、キャップ凹部３４０の中にフィットすることができ
る。多数の実施形態では、ポート構造部３３０は、チューニング・エレメント１５０より
もわずかに大きくてもよく、チューニング・エレメント１５０がポート構造部３４０の中
へ挿入されることを可能にする。チューニング・エレメント１５０は、ポート構造部に接
着され、または、そうでなければ付加され得る。たとえば、チューニング・エレメント１
５０は、エポキシなどのような接着剤を使用して、ポート構造部の中に固定され得る。特
定の実施形態では、エポキシは、少なくとも約０．００１インチ（０．００２５４ｃｍ）
の厚さを有することができ、ポート構造部３３０は、１つまたは複数の方向に、チューニ
ング・エレメント１５０よりも大きい、少なくとも約０．００１インチ（０．００２５４
ｃｍ）とすることができる。たとえば、ポート構造部は、それぞれの方向に、チューニン
グ・エレメント１５０よりも大きい、約０．０１インチ（０．０２５４ｃｍ）とすること
ができる。図９および図１０に示されている実施形態では、チューニング・エレメント・
ボトム側６５３とスロット・ベース３３３との間に、チューニング・エレメント１５０の
他のパーツとポート構造部３４０との間よりも大きいギャップが存在していてもよい。こ
のギャップは、過剰な量の接着剤を保持するために使用され得、接着剤が、スロット３３
１またはポート構造部３４０からオーバーフローしないようになっている。他の実施形態
では、（キャップ６６１の有無にかかわらず）チューニング・エレメント１５０は、スナ
ップ、リブ、締結具、または、他の適切な機械的なメカニズムなどのような、機械的なメ
カニズムを使用して、ポート構造部３３０の中に保持され得る。
【００５９】
　多くの実施形態では、チューニング・エレメント１５０がポート構造部３３０の中に着
座させられるときに、チューニング・エレメント・トウ側６５４（図６～図７）は、トウ
壁部３３４（図３～図４）と境界をなすことができ、チューニング・エレメント・ヒール
側７５７（図７）は、ヒール壁部５３７（図５）と境界をなすことができ、チューニング
・エレメント・リア側６５５は、リア壁部３３５と境界をなすことができ、チューニング
・エレメント・フロント側６５６は、フロント壁部３３６と境界をなすことができ、およ
び／または、チューニング・エレメント・ボトム側６５３は、スロット・ベース３３３と
境界をなすことができる。多数の実施形態では、チューニング・エレメント１５０がポー
ト構造部３３０の中に着座させられるときに、キャップ６６１は、スロット３３１を越え
て延在することができ、また、フロント壁部３３６、リア壁部３３５、ヒール壁部５３７
（図５）、および／またはトウ壁部３３４（図３～図４）を越えて延在するスロット開口
部３３２（図３～図５）において、キャップ凹部３４０の中に着座させられ得る。
【００６０】
　さまざまな実施形態では、キャップ６６１は、キャップ凹部３４０の中にフィットする
ことができ、および／または、キャップ・トップ側６６８は、リア部分１２０および／ま
たはバックフェイス１１２の取り囲む形状に一致するように形状決めされ得る。たとえば
、キャップ・トップ側６６８は、１つまたは複数のカーブまたは角度が付けられた表面を
含むことができる。いくつかの実施形態では、アップリケが、キャップ・トップ側６６８
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、リア部分１２０、バックフェイス１１２、ならびに／または、キャップ・トップ側６６
８、リア部分１２０、および／もしくはバックフェイス１１２の間の境界の上に加えられ
得、リア部分１２０、キャップ・トップ側６６８、バックフェイス１１２、および／もし
くは、それらの境界が、シームレスに見え得るようになっており、ならびに／または、ゴ
ルフクラブヘッド１００の中のチューニング・エレメント１５０の存在が、部分的にまた
は完全に隠され得るようになっている。いくつかの実施形態では、アップリケは、キャッ
プ・トップ側６６８をカバーすることができ、また、キャップ６６１の側部の周りに巻き
付け、キャップ・フロント側６６６（図６、図８）、キャップ・リア側６６５（図６～図
８）、キャップ・トウ側６６４（図６～図８）、および／またはキャップ・ヒール側７６
７（図７～図８）のすべての少なくとも一部分をカバーすることができ、キャップ６６１
がキャップ凹部３４０の中に位置するときに、アップリケの縁部が目につかないように隠
されるようになっている。いくつかの実施形態では、キャップ凹部３４０は、１つまたは
複数の方向に、キャップ６６１よりも大きい、少なくとも約０．０１インチ（０．０２５
４ｃｍ）とすることができる。たとえば、キャップ凹部３４０は、それぞれの方向に、キ
ャップ６６１よりも大きい、約０．０３インチ（０．０７６２ｃｍ）とすることができる
。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、ポート構造部３３０および／またはチューニング・エレメン
ト１５０の形状は、チューニング・エレメント１５０が１つの配向だけにポート構造部３
３０の中に挿入されおよび／またはフィットするようになっていてもよく、それは、有利
には、組み立ての間に、チューニング・エレメント１５０が不注意に間違って挿入される
ことを防止することができる。たとえば、１つまたは複数の方向へのチューニング・エレ
メント１５０、ポート構造部３３０、および／もしくは、その１つまたは複数のエレメン
トのアーチ形の形状、ならびに／または、キャップ６６１および／またはキャップ凹部６
６１の形状は、チューニング・エレメント１５０が１つの配向だけにポート構造部３３０
にフィットし得るように構成され得る。
【００６２】
　さまざまな実施形態では、ポート構造部３３０および／またはチューニング・エレメン
ト１５０の形状は、ポート構造部３３０とチューニング・エレメント１５０との間の接触
の表面積を増加させるように構成され得、それは、有益であることには、チューニング・
エレメント１５０をポート構造部３３０に固定する接着剤の結合強度を増加させることが
でき、また、チューニング・エレメント１５０がポート構造部３３０から外れることを防
止することができる。たとえば、特定の実施形態では、チューニング・エレメント１５０
の高さは、チューニング・エレメント１５０のフロント・トゥー・リア厚さよりも大きく
てもよく、および／または、スロット開口部３３２からスロット・ベース３３３への距離
は、フロント壁部３３６からリア壁部３３５への距離よりも大きくてもよい。示されてい
る実施形態では、ポート構造部３３０は、約２．４平方インチ（ｉｎ２）（１５．４８平
方ｃｍ（ｃｍ２）の表面積を有している。他の実施形態では、ポート構造部３３０は、約
０．５ｉｎ２（３．２３ｃｍ２）から約５．５ｉｎ２（３５．４８ｃｍ２）の表面積を有
することができる。たとえば、ポート構造部３３０は、約０．５ｉｎ２（３．２３ｃｍ２

）、０．７５ｉｎ２（４．８４ｃｍ２）、１．０ｉｎ２（６．４５ｃｍ２）、１．２５ｉ
ｎ２（８．０６ｃｍ２）、１．５ｉｎ２（９．６８ｃｍ２）、１．７５ｉｎ２（１１．２
９ｃｍ２）、２．０ｉｎ２（１３．９０ｃｍ２）、２．２５ｉｎ２（１４．５２ｃｍ２）
、２．５ｉｎ２（１６．１３ｃｍ２）、２．７５ｉｎ２（１７．７４ｃｍ２）、３．０ｉ
ｎ２（１９．３５ｃｍ２）、３．２５ｉｎ２（２０．９７ｃｍ２）、３．５ｉｎ２（２２
．５８ｃｍ２）、３．７５ｉｎ２（２４．１９ｃｍ２）、４．０ｉｎ２（２５．８１ｃｍ
２）、４．２５ｉｎ２（２７．４２ｃｍ２）、４．５ｉｎ２（２９．０３ｃｍ２）、４．
７５ｉｎ２（３０．６５ｃｍ２）、５．０ｉｎ２（３２．２６ｃｍ２）、５．２５ｉｎ２

（３３．８７ｃｍ２）、５．５ｉｎ２（３５．４８ｃｍ２）の表面積、または、それらの
表面積の値の間にある任意の他の適切な表面積の値を有することができ、また、それらの
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表面積の値のうちのいずれか１つから、それらの表面積の値のうちの他のいずれか１つま
での範囲にあることができる。多くの実施形態では、ポート構造部３３０に接触している
チューニング・エレメント１５０の表面は、ポート構造部３３０と同様のまたは同一の表
面積を有することができる。
【００６３】
　示されている実施形態では、ポート構造部３３０は、約３．３ｃｃの体積を有している
。他の実施形態では、ポート構造部３３０は、約０．８ｃｃから約１６．０ｃｃの体積を
有することができる。たとえば、ポート構造部３３０は、約０．８ｃｃ、１．０ｃｃ、１
．２５ｃｃ、１．５ｃｃ、１．７５ｃｃ、２．０ｃｃ、２．２５ｃｃ、２．５ｃｃ、２．
７５ｃｃ、３．０ｃｃ、３．２５ｃｃ、３．５ｃｃ、３．７５ｃｃ、４．０ｃｃ、４．２
５ｃｃ、４．５ｃｃ、４．７５ｃｃ、５．０ｃｃ、５．２５ｃｃ、５．５ｃｃ、５．７５
ｃｃ、６．０ｃｃ、６．２５ｃｃ、６．５ｃｃ、６．７５ｃｃ、７．０ｃｃ、７．２５ｃ
ｃ、７．５ｃｃ、７．７５ｃｃ、８．０ｃｃ、８．２５ｃｃ、８．５ｃｃ、８．７５ｃｃ
、９．０ｃｃ、９．２５ｃｃ、９．５ｃｃ、９．７５ｃｃ、１０．０ｃｃ、１０．２５ｃ
ｃ、１０．５ｃｃ、１０．７５ｃｃ、１１．０ｃｃ、１１．２５ｃｃ、１１．５ｃｃ、１
１．７５ｃｃ、１２．０ｃｃ、１２．２５ｃｃ、１２．５ｃｃ、１２．７５ｃｃ、１３．
０ｃｃ、１３．２５ｃｃ、１３．５ｃｃ、１３．７５ｃｃ、１４．０ｃｃ、１４．２５ｃ
ｃ、１４．５ｃｃ、１４．７５ｃｃ、１５．０ｃｃ、１５．２５ｃｃ、１５．５ｃｃ、１
５．７５ｃｃ、１６．０ｃｃの体積、または、それらの体積の値の間にある任意の他の適
切な体積の値を有することができ、また、それらの体積の値のうちのいずれか１つから、
それらの体積の値のうちの他のいずれか１つまでの範囲にあることができる。多くの実施
形態では、チューニング・エレメント１５０は、ポート構造部３３０と同様のまたは同一
の体積を有することができる。
【００６４】
　図面を進めて見てみると、図１１は、チューニング・エレメント１５０を備えるゴルフ
クラブヘッド１００の、図２の中の線３－３に沿った側断面図を図示しており、インパク
トのときの力垂直線１１７０を示している。多くの実施形態では、ゴルフクラブヘッド１
００の中のチューニング・エレメント１５０および／またはポート構造部３３０の形状、
構成、および／または配向は、ゴルフボールとのゴルフクラブヘッド１００のインパクト
のときに、力垂直線１１７０によって示されているような、チューニング・エレメント１
５０に対する力が、チューニング・ポート構造部から外へチューニング・エレメントを自
然と押す可能性がある、さまざまな他の従来のチューニング・ポート構造部と比較して、
ポート構造部３３０から外へチューニング・エレメント１５０を押し出す力、および、ポ
ート構造部３３０の中へチューニング・エレメント１５０を押し込む力を、より均一に分
配および／またはバランスさせることができるようになっていてもよい。たとえば、いく
つかの実施形態では、リア壁部３３５の中心部分は、垂直力線１１７０に直交していても
よく、また、凸形とすることができ、リア壁部３３５のボトム部分が、チューニング・エ
レメント１５０に対する衝撃力をスロット・ベース３３３に向けて方向付けし得るように
なっており、リア壁部３３５のトップ部分が、チューニング・エレメント１５０に対する
衝撃力をスロット開口部３３２に向けて方向付けし得るようになっている。チューニング
・エレメント１５０および／またはポート構造部３３０の構成は、有益であることには、
チューニング・エレメント１５０がポート構造部３３０から不注意に外れてしまうことを
防止することができる。
【００６５】
　図面を進めて見てみると、図１２は、方法１２００に関するフローチャートを図示して
おり、方法１２００は、本開示によるゴルフクラブヘッドおよび／またはゴルフ・クラブ
を提供し、形成し、および／または製造するために使用され得る。方法１２００は、単に
例示的なものであり、本明細書で提示されている実施形態に限定されない。方法１２００
は、具体的には本明細書で示されていないまたは説明されていない多くの異なる実施形態
または例の中で用いられ得る。いくつかの実施形態では、方法１２００の手順、プロセス
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、および／または、活動は、提示されている順序で実施され得る。他の実施形態では、方
法１２００の手順、プロセス、および／または活動は、任意の適切な順序で実施され得る
。さらなる他の実施形態では、方法１２００の手順、プロセス、および／または活動のう
ちの１つまたは複数は、組み合わせられ、またはスキップされ得る。いくつかの例では、
ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブヘッド１００（図１～図５、図９～図１１）と同様
とすることができる。
【００６６】
　図１２を参照すると、方法１２００は、ゴルフクラブヘッドのストライク部分を提供す
るためのブロック１２１０を含むことができる。いくつかの例では、ストライク部分は、
ストライク部分１１０（図１～図５、図９～図１１）と同様とすることができる。ストラ
イク部分は、ストライクフェイスを含むことができ、ストライクフェイスは、ストライク
フェイス１１１（図１～図５、図９～図１１）と同様または同一とすることができる。ス
トライク部分は、バックフェイスを含むことができ、バックフェイスは、バックフェイス
１１２（図１～図５、図９～図１１）と同様または同一とすることができる。バックフェ
イスは、ストライクフェイスの反対側にあることができる。バックフェイスは、バックフ
ェイスのトップ・エンドにおいて、周囲部分を含むことができる。周囲部分は、周囲部分
１１３（図１～図５、図９～図１１）と同様または同一とすることができる。ストライク
部分は、鋳造、鍛造、フライス加工、機械加工、成形、および／または、他のプロセスを
介して提供され得、ストライク部分は、単一のピースとすることができ、または、溶接、
ろう付け、および／または接着剤などを介して一緒に連結されているいくつかのピースを
含むことができる。
【００６７】
　また、方法１２００は、ゴルフクラブヘッドのリア部分を提供するためのブロック１２
２０を含むことができる。いくつかの実施形態では、リア部分は、リア部分１２０（図１
～図５、図９～図１１）と同様または同一とすることができる。リア部分は、鋳造、鍛造
、フライス加工、機械加工、成形、および／または、他のプロセスを介して提供され得、
リア部分は、単一のピースとすることができ、または、溶接、ろう付け、および／または
接着剤などを介して一緒に連結されているいくつかのピースを含むことができる。リア部
分は、溶接、ろう付け、接着、および／または、他の機械的なもしくは化学的な締結具な
どによって、ストライク部分のボトム・エンドにおいて、ストライク部分に連結され得る
。他の実施形態では、リア部分は、単一のピースの材料として鋳造されることなどによっ
て、ストライク部分と一体的に形成され得る。これらの他の実施形態では、ブロック１２
１０および１２２０は、互いに同時に実施され得る。
【００６８】
　また、方法１２００は、ポート構造部を提供するためのブロック１２３０を含むことが
できる。ポート構造部は、ポート構造部３３０（図３～図５、図９～図１１）と同様また
は同一とすることができる。ポート構造部は、鋳造、鍛造、フライス加工、機械加工、成
形、ツーリング、および／または、他のプロセスを介して提供され得、ポート構造部は、
単一のピースとすることができ、または、溶接、ろう付け、および／または接着剤など介
して一緒に連結されているいくつかのピースを含むことができる。いくつかの例では、ポ
ート構造部および／またはそのエレメントは、ツーリング・ピック・ピースによって鋳造
され得、ツーリング・ピック・ピースは、図１３～図１４に示されているように、および
、下記に説明されているように、固定点の周りにツーリング・ピック・ピースを回転させ
ることによって、バックフェイスに干渉することなく、１つの運動で除去され得る。多く
の実施形態では、バックフェイスに対する凹形カーブは、有益であることには、ゴルフク
ラブヘッドのより簡単な製造を促進させることができ、バックフェイスの一部分における
ストライク部分の厚さが、スロット開口部におけるストライクフェイスとフロント壁部と
の間の距離よりも大きいときでも、ポート構造部および／またはスロットが、ツーリング
・ピック・ピースによって鋳造され得、ツーリング・ピック・ピースが、固定点の周りに
ツーリング・ピック・ピースを単純に回転させることなどによって、バックフェイスに干
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渉することなく、１つの運動で除去され得るようになっている。いくつかの実施形態では
、ツーリング・ピック・ピースは、モールドが開けられた後に、手動で回転させられ、除
去され得る。他の実施形態では、ツーリング・ピック・ピースは、モールドが開けられる
ときに、自動的に回転させられ、除去され得る。ポート構造部は、リア部分および／また
はストライク部分の中に少なくとも部分的に画定され得、また、多くの実施形態では、リ
ア部分および／またはストライク部分と一体的に形成され得る。したがって、ブロック１
２３０は、ブロック１２１０および／または１２２０と同時に実施され得る。
【００６９】
　ブロック１２３０のポート構造部は、スロットを含むことができ、スロットは、スロッ
ト３３１（図３～図５、図９～図１０）と同様または同一とすることができる。スロット
は、スロット開口部３３２（図３～図５、図１１）などのようなスロット開口部から、ス
ロット・ベース３３３（図３～図５、図９～図１１）などのようなスロット・ベースへ延
在することができる。スロット・ベースは、スロット開口部よりもストライク部分のボト
ム・エンドの近くに位置することができ、および／または、ストライク部分のボトム・エ
ンドは、スロット開口部よりもスロット・ベースの近くに位置することができる。スロッ
トは、ヒール壁部５３７（図５）などのようなヒール壁部、および、トウ壁部３３４（図
３～図４）などのようなトウ壁部を含むことができる。スロットは、リア壁部３３５（図
３～図５、図９～図１１）などのようなリア壁部を含むことができ、リア壁部は、スロッ
ト開口部からスロット・ベースへ延在することができ、および／または、ヒール壁部から
トウ壁部の間に延在することができる。リア壁部は、スロット開口部とスロット・ベース
との間に延在する第１の方向に沿って、リア壁部カーブを含むことができる。スロットは
、フロント壁部３３６（図３～図５、図９～図１０）などのようなフロント壁部を含むこ
とができ、フロント壁部は、スロット開口部からスロット・ベースへ延在することができ
、および／または、ヒール壁部からトウ壁部の間に延在することができる。フロント壁部
は、リア壁部よりもストライクフェイスの近くに位置することができ、および／または、
ストライクフェイスは、リア壁部よりもフロント壁部の近くに位置することができる。フ
ロント壁部は、スロット開口部とスロット・ベースとの間に延在する第１の方向に沿って
、フロント壁部カーブを含むことができる。
【００７０】
　また、方法１２００は、チューニング・エレメントをポート構造部に連結するためのブ
ロック１２４０を含むことができる。チューニング・エレメントは、チューニング・エレ
メント１５０（図１～図２、図６～図１１）と同様または同一とすることができる。いく
つかの例では、チューニング・エレメントの１つまたは複数のエレメントは、上記に説明
されているものなどのように、ポート構造部の１つまたは複数のエレメントに連結され得
る。たとえば、チューニング・エレメントは、固定点の周りにチューニング・エレメント
を回転させることによって、ポート構造部の中に挿入され得る。チューニング・エレメン
トは、摩擦力、チューニング・エレメントとポート構造部との間の接着剤、および／また
は、チューニング・エレメントをポート構造部に取り付ける機械的な締結具などのような
、１つまたは複数のメカニズムを介して、固定された位置に維持され得る。同じ例または
他の例では、チューニング・エレメントは、ポート構造部の中の固定された位置から除去
可能であり得、および／または、たとえば、異なる密度を有するチューニング・エレメン
トなどのような、１つまたは複数の他のチューニング・エレメントと交換可能であり得る
。
【００７１】
　いくつかの例では、方法１２００の異なるブロックのうちの１つまたは複数は、単一の
ブロックへと組み合わせられ得、または、同時に実施され得、および／または、そのよう
なブロックのシーケンスは変更され得る。たとえば、上記に示されているように、ブロッ
ク１２１０、１２２０、および／または１２３０は、いくつかの実施形態では、組み合わ
せられ、または同時に実施され得る。同じ実施形態または他の実施形態では、方法１２０
０のブロックのいくつかは、いくつかのサブ・ブロックへと細分され得る。たとえば、ブ
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ロック１２４０は、チューニング・エレメントを成形もしくはそうでなければ提供するた
めのサブ・ブロック、アップリケをチューニング・エレメントに連結するためのサブ・ブ
ロック、チューニング・エレメントをポート構造部の中へ挿入するためのサブ・ブロック
、および／または、チューニング・エレメントをポート構造部の中へ固定するための別の
サブ・ブロックへと細分され得る。また、方法１２００がさらなるブロックまたは異なる
ブロックを含み得る例も存在することができる。例として、方法１２００は、ゴルフクラ
ブシャフトをゴルフクラブヘッドに提供または連結するためのブロックを含むことができ
る。加えて、方法１２００が上記に説明されているブロックの一部だけを含み得る例が存
在することができる。たとえば、ブロック１２４０は、チューニング・エレメントが必要
とされないもしくは望まれない状況、または、チューニング・エレメントをポート構造部
に連結するかどうかという決定がプレイヤーまたはエンド・ユーザーに任されている状況
などのような、いくつかの実装形態では任意選択とすることができる。他の変形例が、本
開示の範囲から逸脱することなく、方法１２００に関して実装され得る。
【００７２】
　図面を進めて見てみると、図１３は、閉じた構成のモールド１３００を図示している。
図１４は、開いた構成のモールド１３００を図示している。モールド１３００は、単に例
示的なものであり、モールドの実施形態は、本明細書で提示されている実施形態に限定さ
れない。モールドは、具体的には本明細書で示されていないまたは説明されていない多く
の異なる実施形態または例の中で用いられ得る。多くの実施形態では、モールド１３００
は、第１のモールド・ピース１３８０および第２のモールド・ピース１３８１を含むこと
ができる。多数の実施形態では、第１のモールド・ピースは、第１のキャビティ部分１４
８０（図１４）を含むことができ、および／または、第２のモールド・ピース１３８１は
、第２のキャビティ部分１４８１（図１４）を含むことができる。多くの実施形態では、
モールド１３００は、図１３に示されているように、閉じた構成へと閉じられ得、第１の
モールド・ピース１３８１および第２のモールド・ピース１３８２が、第１のキャビティ
部分１４８０（図１４）および第２のキャビティ部分１４８１（図１４）を取り囲み、第
１のキャビティ部分１４８０および第２のキャビティ部分１４８１の中でのゴルフクラブ
ヘッド・モールド１３０１の射出成形を可能にするようになっている。多数の実施形態で
は、モールド１３００は、図１４に示されているように、開いた構成へと開けられ得、ゴ
ルフクラブヘッド・モールド１３０１（図１３）が、第１のキャビティ部分１４８０およ
び第２のキャビティ部分１４８１から除去され得るようになっている。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１は、射出成形を通し
て、ワックスまたは別の適切な材料から作製され得、それは、インベストメント鋳造のた
めに使用され、ゴルフクラブヘッド１００（図１～図５、図９～図１１）を形成すること
ができる。多くの実施形態では、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１の形状は、ゴル
フクラブヘッド１００（図１～図５、図９～図１１）の形状と同様または同一とすること
ができる。たとえば、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１は、ストライク部分１３１
０、ストライクフェイス１３１１、バックフェイス１３１２、周囲部分１３１３、リア部
分１３２０、ソール１３２１を含むことができる。ストライク部分１３１０は、形状がス
トライク部分１１０（図１～図５、図９～図１１）と同様または同一とすることができ、
ストライクフェイス１３１１は、形状がストライクフェイス１１１（図１、図３～図５、
図９～図１１）と同様または同一とすることができ、バックフェイス１３１２は、形状が
バックフェイス１１２（図１～図５、図９～図１１）と同様または同一とすることができ
、周囲部分１３１３は、形状が周囲部分１１３（図１～図５、図９～図１１）と同様また
は同一とすることができ、リア部分１３２０は、リア部分１２０（図１～図５、図９～図
１１）と同様または同一とすることができ、および／または、ソール１３２１は、ソール
１２１（図１～図５、図９～図１０）と同様または同一とすることができる。多くの実施
形態では、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１は、ポート構造部１３３６を含むこと
ができ、ポート構造部１３３６は、形状がポート構造部３３０（図３～図５、図９～図１
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１）と同様または同一とすることができる。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、第１のモールド・ピース１３８０は、ツーリング・ピース１
３９０を含むことができる。多くの実施形態では、ツーリング・ピース１３９０は、ハブ
１３９３において一緒に接続されている第１のアーム１３９１および第２のアーム１３９
４を含むことができる。いくつかの実施形態では、ツーリング・ピース１３９０は、ハブ
１３９３の上の回転点１３８４において、第１のモールド・ピース１３８０に回転可能に
取り付けられ得る。いくつかの実施形態では、ツーリング・ピース１３９０は、図１３に
示されているようなモールド位置と図１４に示されているような解放位置との間で回転さ
せられ得る。多くの実施形態では、ツーリング・ピース１３９０は、第２のアーム１３９
４に取り付けられているモールド部分１３９５を含むことができる。モールド部分１３９
５は、１つまたは複数の表面を含むことができ、それは、図１３に示されているように、
モールド１３００が閉じた構成になっているときに、および、ツーリング・ピース１３９
０がモールド位置になっているときに、第１のキャビティ部分１４８０（図１４）および
第２のキャビティ部分１４８１（図１４）の表面とともに、ゴルフクラブヘッド・モール
ド１３０１の射出成形のためのモールド表面を提供することができる。多くの実施形態で
は、たとえば、モールド部分１３９５は、リア・ツーリング表面１３９７、ベース・ツー
リング表面１３９８、フロント・ツーリング表面１３９６、および／または、バックフェ
イス・ツーリング表面１３９９を含むことができる。たとえば、図１３に示されているよ
うに、リア・ツーリング表面１３９７、ベース・ツーリング表面１３９８、および／また
はフロント・ツーリング表面１３９６は、ポート構造部１３３６を成形するために使用さ
れ得、および／または、バックフェイス・ツーリング表面１３９９は、モールドバックフ
ェイス１３１２を成形するために使用され得る。
【００７５】
　多数の実施形態では、第２のモールド・ピース１３８１は、突出部１３８３を含むこと
ができる。いくつかの実施形態では、第１のモールド・ピース１３８０は、凹部１３８２
を含むことができ、凹部１３８２は、突出部１３８３を受け入れるように構成され得る。
いくつかの実施形態では、ツーリング・ピース１３９０のアーム１３９１は、表面１３９
２を含むことができ、表面１３９２は、突出部１３８３に係合するように構成され、ツー
リング・ピース１３９０を回転点１３８４の周りに回転させることができる。多くの実施
形態では、ツーリング・ピース１３９０は、ばね荷重をかけられ、図１４に示されている
ような解放位置へと付勢され得る。いくつかの実施形態では、図１３に示されているよう
に、モールド１３００を閉じるように、第２のモールド・ピース１３８１が、第１のモー
ルド・ピース１３８０に向けて移動させられるとき、突出部１３８３が、表面１３９２を
押し、図１３に示されているようなモールド位置へとツーリング・ピース１３９０を時計
回りに回転させることができる。多数の実施形態では、ツーリング・ピース１３９０のモ
ールド部分１３９５は、回転点１３８４を中心とした円形１３８５の一部分に沿って、回
転点１３８４の周りに回転させられ得る。たとえば、リア・ツーリング表面１３９７は、
円形１３８５の一部分に沿って回転することができる。いくつかの実施形態では、モール
ド１３００は開けられ得、それは、ツーリング・ピース１３９０が解放位置において付勢
されているときには、ツーリング・ピース１３９０が自動的に回転して図１４に示されて
いるような解放位置に戻ることを可能にすることができる。
【００７６】
　多くの実施形態では、ツーリング・ピース１３９０がモールド位置にあり、モールド１
３００が、図１３に示されているように、閉じた構成になっているときには、第１のキャ
ビティ部分１４８０および第２のキャビティ部分１４８１の表面は、モールド部分１３９
５とともに、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１の射出成形のための成形表面を提供
することができる。ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１が形成されると、ツーリング
・ピース１３９０は、図１４に示されているようにモールド１３００が開けられるときに
、自動的に回転して解放位置に戻ることができる。図１４に示されているように、モール
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ド１３００が開けられるときに、ツーリング・ピース１３９０が回転させられて解放位置
に戻るとき、モールド部分１３９５は、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１のポート
構造部１３３６から自動的に除去され得、それは、有益であることには、ゴルフクラブヘ
ッド・モールド１３０１の射出成形の後で、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１が単
一の運動でモールド１３００から除去されることを可能にすることができる。たとえば、
第２のモールド・ピース１３８１が第１のモールド・ピース１３８０から引き離されるこ
とによって、または、その逆も同様に、モールド１３００が開けられるとき、ツーリング
・ピース１３９０のばね荷重式の付勢は、表面１３９２が突出部１３８３に追従すること
を結果として生じさせることができ、ツーリング・ピース１３９０が、回転点１３８４の
周りに反時計回りに回転させられ得るようになっており、また、ゴルフクラブヘッド・モ
ールド１３０１がモールド１３００から除去されるのと同時に、モールド部分１３９５が
、ゴルフクラブヘッド・モールド１３０１のポート構造部１３３６から自動的に解除し得
るようになっている。
【００７７】
　図面を進めて見てみると、図１５は、さまざまな実施形態による、ゴルフクラブヘッド
を形成する方法１５００に関するフローチャートを図示している。方法１５００は、単に
例示的なものであり、本明細書で提示されている実施形態に限定されない。方法１５００
は、具体的には本明細書で示されていないまたは説明されていない多くの異なる実施形態
または例の中で用いられ得る。いくつかの実施形態では、方法１５００の手順、プロセス
、および／または、活動は、提示されている順序で実施され得る。他の実施形態では、方
法１５００の手順、プロセス、および／または活動は、任意の適切な順序で実施され得る
。さらなる他の実施形態では、方法１５００の手順、プロセス、および／または活動のう
ちの１つまたは複数は、組み合わせられ、またはスキップされ得る。いくつかの例では、
ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブヘッド１００（図１～図５、図９～図１１）と同様
とすることができる。
【００７８】
　図１５を参照すると、いくつかの実施形態では、方法１５００は、第１のキャビティ部
分およびツーリング・ピースを含む第１のモールド・ピースを提供するブロック１５１０
を含むことができる。第１のモールド・ピースは、第１のモールド・ピース１３８０（図
１３～図１４）と同様または同一とすることができる。第１のキャビティ部分は、第１の
キャビティ部分１４８０（図１４）と同様または同一とすることができる。ツーリング・
ピースは、ツーリング・ピース１３９０（図１３～図１４）と同様または同一とすること
ができる。多数の実施形態では、ツーリング・ピースは、モールド位置から解放位置へ、
第１のモールド・ピースの上の固定点の周りに、第１のモールド・ピースに対して回転す
るように構成され得る。固定点は、回転点１３８４（図１３～図１４）と同様または同一
とすることができる。モールド位置は、図１３に示されているツーリング・ピース１３９
０の位置と同様または同一とすることができる。解放位置は、図１４に示されているツー
リング・ピース１３９０の位置と同様または同一とすることができる。
【００７９】
　また、いくつかの実施形態では、方法１５００は、第２のキャビティ部分を含む第２の
モールド・ピースを提供するブロック１５２０を含むことができる。第２のモールド・ピ
ースは、第２のモールド・ピース１３８１（図１３～図１４）と同様または同一とするこ
とができる。第２のキャビティ部分は、第２のキャビティ部分１４８１（図１４）と同様
または同一とすることができる。
【００８０】
　多数の実施形態では、方法１５００は、第２のモールド・ピースを第１のモールド・ピ
ースに対して閉じる（または、その逆も同様である）ブロック１５３０をさらに含むこと
ができ、第１および第２のモールド・ピースが第１および第２のキャビティ部分を取り囲
むようになっており、ツーリング・ピースがモールド位置にあるようになっており、また
、ツーリング・ピースの一部分が、少なくとも第１のキャビティ部分の中へ挿入されるよ
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うになっている。たとえば、図１３において第２のモールド・ピース１３８１が第１のモ
ールド・ピース１３８０に対して閉じられるように、第２のモールド・ピースは、第１の
モールド・ピースに対して閉じられ得る。ツーリング・ピースの一部分は、リア・ツーリ
ング表面１３９７（図１３）、ベース・ツーリング表面１３９８（図１３）、フロント・
ツーリング表面１３９６（図１３）、および／またはバックフェイス・ツーリング表面１
３９９（図１３）などのような、モールド部分１３９５（図１３～図１４）またはその一
部分と同様とすることができる。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、方法１５００は、第１および第２のキャビティ部分の中で射
出成形を成形するブロック１５４０を追加的に含むことができる。射出成形は、ゴルフク
ラブヘッド・モールドを含むことができる。ゴルフクラブヘッド・モールドは、ゴルフク
ラブヘッド・モールド１３０１（図１３）と同様または同一とすることができる。多くの
実施形態では、ゴルフクラブヘッド・モールドは、ストライク部分、リア部分、および、
リア部分の中に少なくとも部分的に画定されたポート構造部を含むことができる。ストラ
イク部分はストライク部分１３１０（図１３）と同様または同一とすることができる。リ
ア部分は、リア部分１３２０（図１３）と同様または同一とすることができる。ポート構
造部は、ポート構造部１３３６と同様または同一とすることができる。いくつかの実施形
態では、ツーリング・ピースの一部分は、ポート構造部と実質的に一致することができる
。多くの実施形態では、ゴルフクラブヘッド・モールドは、ワックスまたは別の適切な成
形材料を使用する射出成形を通して成形され得る。多くの実施形態では、ワックスは、方
法１５００の次のブロックを実施する前に、ゴルフクラブヘッド・モールドを形成するよ
うに凝固することができる。
【００８２】
　多数の実施形態では、方法１５００は、第１のモールド・ピースから第２のモールド・
ピースを開ける（または、その逆も同様である）ブロック１５５０をさらに含むことがで
き、ツーリング・ピースが、ポート構造部の中のモールド位置から解放位置へと離れるよ
うに、固定点の周りに回転させられるようになっている。たとえば、図１４において第２
のモールド・ピース１３８１が第１のモールド・ピース１３８０から開けられるように、
第２のモールド・ピースは、第１のモールド・ピースから開けられ得る。ゴルフクラブヘ
ッド・モールドは、第１のモールド・ピース、第２のモールド・ピース、およびツーリン
グ・ピースから同時に除去され得、次いで、従来のインベストメント鋳造プロセスによる
インベストメント鋳造のために使用され得る。たとえば、ゴルフクラブヘッド・モールド
は、セラミック鋳造によってコーティングされ得、ゴルフクラブヘッド・モールドのワッ
クスは、セラミック鋳造から溶融させられ得、金属は、ゴルフクラブヘッドを形成するた
めに、セラミック鋳造の中へ注がれ得、セラミック鋳造は、ゴルフクラブヘッドから取り
除かれ得る。
【００８３】
　ポート構造部を備えるゴルフクラブヘッド、チューニング・エレメント、および、関連
の方法が、特定の実施形態を参照して説明されてきたが、さまざまな変更が、本開示の精
神または範囲から逸脱することなく行われ得るということが当業者によって理解されるこ
ととなる。たとえば、当業者にとって、方法１２００（図１２）のブロック１２１０およ
びブロック１２２０は、多くの異なる手順、プロセス、および活動から構成され得、また
、多くの異なるモジュールによって、多くの異なる順序で実施され得るということ、図１
～図１５のさまざまなエレメントは修正され得るということ、および、特定のこれらの実
施形態の先述の議論は、すべての可能性のある実施形態の完全な説明を必ずしも提示して
いないということが容易に明らかであることとなる。
【００８４】
　ゴルフのルールが時折変更し得る（例えば、米国ゴルフ協会（ＵＳＧＡ）、Ｒｏｙａｌ
　ａｎｄ　Ａｎｃｉｅｎｔ　Ｇｏｌｆ　Ｃｌｕｂ　ｏｆ　Ｓｔ．Ａｎｄｒｅｗｓ（Ｒ＆Ａ
）等の、ゴルフ標準組織および／または管理組織によって、新しい規定が採用され得るま
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たは古いルールが削除または修正され得る）ため、本明細書に記載の装置、方法、および
製造物品に関連するゴルフ用品は、任意の特定の時間に、ルールに準拠するまたは準拠し
ないことがある。したがって、本明細書に記載する装置、方法、および製造物品に関連す
るゴルフ用品は、準拠または非準拠ゴルフ用品として、広告、売り出し、および／または
販売され得る。本明細書に記載の装置、方法、および製造物品は、この点において限定さ
れない。
【００８５】
　上記の例がアイアン・タイプのクラブ、ウェッジ・タイプのクラブまたはハイブリッド
・タイプのクラブに関連して説明され得る一方、本明細書で説明された装置、方法、およ
び製造品は、ドライバー・ウッド・タイプのゴルフクラブ、フェアウェー・ウッド・タイ
プのゴルフクラブまたはパター・タイプのゴルフクラブなど、他の種類のゴルフクラブに
適用可能であり得る。代替で、本明細書で説明された装置、方法、および製造品は、ホッ
ケースティック、テニスラケット、釣り竿、スキーのストックなど、他の種類のスポーツ
用具に適用可能であり得る。
【００８６】
　そのような変更のさらなる例を、先の説明の中で挙げてきた。さまざまな図の特徴のう
ちの１つまたは複数を有する異なる実施形態の、他の置換も同様に企図される。したがっ
て、本実施例の開示は、例示することを意図したものであり、限定することを意図したも
のではない。本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲によって求められる範囲にのみ限定
されることが意図される。
【００８７】
　本明細書で論じたポート構造部及びチューニング・エレメントを有するクラブヘッドお
よび関連方法は、さまざまな実施形態において実施することができ、これらの実施形態の
うちのいくつかについての先の議論は、必ずしも可能なあらゆる実施形態の完全な説明に
なっているとは限らない。そうではなく、図面の詳細な説明および図面自体が、少なくと
も１つの好ましい実施形態を開示しており、代替実施形態を開示していることもある。
【００８８】
　１つまたは複数の要素の置き換えは、修理ではなく再構成となる。さらに、利益、他の
利点、および問題に対する解決策について、特定の実施形態に関して説明してきた。しか
し、利益、利点、問題に対する解決策、および任意の利益、利点、もしくは解決策を生じ
させ、またはより顕著にさせることのできる任意の１つまたは複数の要素を、請求項のう
ちのいずれかまたは全ての決定的に重要な、必要な、または不可欠な特徴または要素であ
ると解釈することは、そのような利益、利点、解決策、または要素がそのような請求項に
おいて明記されていない限り、すべきはでない。
【００８９】
　さらに、本明細書で開示された実施形態および限定は、実施形態および／または限定が
、（１）請求項において明示的に請求されていない場合、および、（２）均等物の原則の
下での請求項における明示的な要素および／もしくは限定である、または、そのような要
素および／もしくは限定と潜在的に均等である場合、公有の原則において公衆に捧げられ
るものではない。
　以下の項目は、国際出願時の特許請求の範囲に記載の要素である。
（項目１）
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ストライク部分と、リア部分と、ポート構造部と、を備えており、
　前記ストライク部分は、
　　ストライクフェイスと、
　　前記ストライクフェイスの反対側のバックフェイスであって、バックフェイスのトッ
プ・エンドに周囲部分を含む、バックフェイスと、を有しており、
　前記リア部分は、前記ストライク部分のボトム・エンドにおいて前記ストライク部分に
連結されており、
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　前記ポート構造部は、前記リア部分の中に少なくとも部分的に画定されており、スロッ
ト開口部からスロット・ベースへ延在するスロットを有しており、
　前記ストライク部分の前記ボトム・エンドは、前記スロット開口部よりも前記スロット
・ベースの近くに位置しており、
　前記スロットは、
　　ヒール壁部と、
　　トウ壁部と、
　　リア壁部と、
　　フロント壁部と、を有しており、
　前記リア壁部は、前記スロット開口部から前記スロット・ベースへ延在しており、前記
ヒール壁部と前記トウ壁部との間に延在しており、前記スロット開口部と前記スロット・
ベースとの間を伸びる第１の方向に沿って、第１のリア壁部カーブを含んでおり、
　前記フロント壁部は、前記スロット開口部から前記スロット・ベースへ延在しており、
前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間に延在しており、前記第１の方向に沿って、第１の
フロント壁部カーブを含んでおり、
　前記ストライクフェイスは、前記リア壁部よりも前記フロント壁部の近くに位置する、
ゴルフクラブヘッド。
（項目２）
　前記第１のフロント壁部カーブは、第１の半径を有する第１の円形の一部分を含み、
　前記第１のリア壁部カーブは、第２の半径を有する第２の円形の一部分を含み、
　前記第１の円形および前記第２の円形は、おおよそ同心円状になっている、項目１に記
載のゴルフクラブヘッド。
（項目３）
　前記第２の半径は、前記第１の半径よりも小さい、項目２に記載のゴルフクラブヘッド
。
（項目４）
　前記第２の半径は、約１．２７ｃｍから約３．８１ｃｍである、項目２または３に記載
のゴルフクラブヘッド。
（項目５）
　前記バックフェイスは、少なくとも部分的に凹形である、項目１から４のいずれか一項
に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目６）
　前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間の前記フロント壁部の中間部分は、前記第１の方
向に沿って、前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間の前記リア壁部の中間部分からおおよ
そ一定の距離である、項目１から５のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目７）
　前記フロント壁部は、前記第１の方向に対して垂直であるとともに前記ヒール壁部と前
記トウ壁部との間を伸びる第２の方向に沿って、第２のフロント壁部カーブを含む、項目
１から６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目８）
　前記リア壁部は、前記第１の方向に対して垂直であるとともに前記ヒール壁部と前記ト
ウ壁部との間を伸びる第２の方向に沿って、おおよそ真っ直ぐになっている、項目１から
６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目９）
　前記フロント壁部は、前記ヒール壁部および前記トウ壁部において、前記ヒール壁部と
前記トウ壁部との間の中間点よりも、前記リア壁部から短い距離である、項目１から８の
いずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１０）
　前記ヒール壁部は、前記リア壁部に対して９０度よりも大きい角度であり、
　前記トウ壁部は、前記リア壁部に対して９０度よりも大きい角度である、項目１から９
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のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１１）
　前記ストライクフェイスと前記フロント壁部との間の距離は、前記スロット開口部より
も前記スロット・ベースにおいて、大きくなっている、項目１から１０のいずれか一項に
記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１２）
　前記ポート構造部は、前記スロット開口部において、前記フロント壁部、前記リア壁部
、前記ヒール壁部、および前記トウ壁部を越えて延在するキャップ凹部を含む、項目１か
ら１１のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１３）
　前記ポート構造部の中に、前記ポート構造部と実質的に一致して位置するチューニング
・エレメントをさらに備える、項目１から１２のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
（項目１４）
　前記チューニング・エレメントは、約２．５４ｃｍから約７．６２ｃｍのヒール・トゥ
ー・トウ長さを含む、項目１３に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１５）
　前記チューニング・エレメントは、約０．２５４ｃｍから約２．５４ｃｍの高さを含む
、項目１３または１４に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１６）
　前記チューニング・エレメントは、フロント・トゥー・リア厚さを含み、
　前記ヒール壁部および前記トウ壁部における前記フロント・トゥー・リア厚さは、前記
ヒール壁部と前記トウ壁部との間の中間点における前記フロント・トゥー・リア厚さより
も小さくなっており、
　前記ヒール壁部および前記トウ壁部における前記フロント・トゥー・リア厚さは、約０
．０６３５ｃｍ以上になっており、
　前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間の前記中間点における前記フロント・トゥー・リ
ア厚さは、約１．２７ｃｍ以下になっている、項目１３から１５のいずれか一項に記載の
ゴルフクラブヘッド。
（項目１７）
　前記チューニング・エレメントは、前記スロットを越えて延在するキャップを含み、前
記キャップは、前記フロント壁部、前記リア壁部、前記ヒール壁部、および前記トウ壁部
を越えて延在する前記スロット開口部において、キャップ凹部の中に着座させられる、項
目１３から１６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１８）
　前記チューニング・エレメントは、１つの配向にだけ、前記ポート構造部の中へ挿入さ
れ得る、項目１３から１７のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１９）
　前記チューニング・エレメントは、前記リア部分または前記ストライク部分とは異なる
材料を含む、項目１３から１８のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目２０）
　ゴルフクラブヘッドを提供する方法であって、
　ストライク部分を提供するステップと、
　前記ストライク部分のボトム・エンドにおいて前記ストライク部分に連結されているリ
ア部分を提供するステップと、
　ポート構造部を提供するステップと、
　チューニング・エレメントを前記ポート構造部に連結するステップと、を備えており、
　前記ストライク部分は、
　　ストライクフェイスと、
　　前記ストライクフェイスの反対側のバックフェイスであって、バックフェイスのトッ
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プ・エンドに周囲部分を含む、バックフェイスと、を有しており、
　前記ポート構造部は、前記リア部分の中に少なくとも部分的に画定されており、スロッ
ト開口部からスロット・ベースへ延在するスロットを有しており、
　前記ストライク部分の前記ボトム・エンドは、前記スロット開口部よりも前記スロット
・ベースの近くに位置し、
　前記スロットは、
　　ヒール壁部と、
　　トウ壁部と、
　　リア壁部と、
　　フロント壁部と、を有しており、
　前記リア壁部は、前記スロット開口部から前記スロット・ベースへ延在しており、前記
ヒール壁部と前記トウ壁部との間に延在しており、前記スロット開口部と前記スロット・
ベースとの間を伸びる第１の方向に沿って、第１のリア壁部カーブを含んでおり、
　前記フロント壁部は、前記スロット開口部から前記スロット・ベースへ延在しており、
前記ヒール壁部と前記トウ壁部との間に延在しており、前記第１の方向に沿って、第１の
フロント壁部カーブを含んでおり、
　前記ストライクフェイスは、前記リア壁部よりも前記フロント壁部の近くに位置する、
ゴルフクラブヘッドを提供する方法。
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